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静岡県⽴⼤学薬学部 カリキュラムマップ 2024年4⽉改訂
必修科⽬ 選択科⽬ ⾃由選択科⽬

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次
教養科⽬ 教養科⽬ 薬学英語 B. 社会と薬学
しずおか学 しずおか学 G. 薬学研究
ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭIA 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝI
ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭIIA 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝII
ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭIB 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIII
ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭIIB 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIV
⾝体運動科学
数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ・AI⼊⾨
科学演習
情報科学

命と倫理 薬学と社会Ⅰ 医療とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学 B. 社会と薬学
薬学概論 医薬品安全性学 薬学と社会Ⅱ G. 薬学研究
科学演習 漢⽅薬学 臨床医学総論

病院実務実習
薬局実務実習

臨床薬学演習Ⅰ 臨床薬学演習Ⅱ 臨床薬学演習Ⅲ
物理学 有機化学Ⅱ 薬品分析化学 薬学と社会Ⅱ C. 基礎薬学
基礎化学 有機化学Ⅲ 創薬科学 医薬品製造開発論 D. 医療薬学
数学Ⅰ 有機化学Ⅳ 薬物動態学Ⅱ 臨床医学総論 E. 衛⽣薬学
数学Ⅱ ⽣薬学 医薬品安全性学 G. 薬学研究
無機化学 物理化学Ⅲ 漢⽅薬学
有機化学Ⅰ ⽣物物理化学 薬学と社会Ⅰ
物理化学Ⅰ ⽣物化学Ⅲ 医薬品情報学Ⅰ
物理化学Ⅱ ⽣物化学Ⅳ 医薬化学
分析化学Ⅰ 微⽣物学 有機合成論
分析化学Ⅱ 免疫学 薬品製造論
⽣物化学Ⅰ 機能形態⽣理学Ⅱ 遺伝⼦⼯学
⽣物化学Ⅱ 機能形態⽣理学Ⅲ 糖鎖⽣物学
統計学 薬物動態学Ⅰ ⽣物統計学
科学演習 薬剤学 微⽣物薬品学
機能形態⽣理学Ⅰ 物理系薬学実習 筋⽣理学

化学系薬学実習Ⅰ 薬剤系薬学実習
化学系薬学実習Ⅱ 医⽤⼯学実習
⽣物系薬学実習Ⅰ
⽣物系薬学実習Ⅱ

公衆衛⽣学 衛⽣薬学Ⅰ 漢⽅薬学 薬学と社会Ⅱ B. 社会と薬学
衛⽣薬学Ⅱ 薬物動態学Ⅱ 医薬品情報学Ⅲ D. 医療薬学
放射化学 薬物療法学Ⅰ 医療とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学 E. 衛⽣薬学
薬理学Ⅰ 薬物療法学Ⅱ 臨床薬物動態学 F. 臨床薬学
薬理学Ⅱ 疾患学Ⅰ 薬物療法学Ⅲ G. 薬学研究
製剤学 疾患学Ⅱ 疾患学Ⅲ
薬剤学 創剤⼯学 調剤学
薬物動態学Ⅰ 薬学と社会Ⅰ 症候学
臨床検査学 医薬品情報学Ⅰ 医⽤⼯学概論

医薬品情報学Ⅱ 臨床検査総論
遺伝⼦診断学 臨床⽣理学
薬理学Ⅲ 医動物学
薬理学Ⅳ
毒性学
医薬品安全性学 病院実務実習
微⽣物薬品学 薬局実務実習
医療系・⽣物系薬学実習
薬剤系薬学実習
医⽤⼯学実習

臨床薬学演習Ⅰ 臨床薬学演習Ⅱ 臨床薬学演習Ⅲ
科学演習 薬学と社会Ⅰ 薬学と社会Ⅱ B. 社会と薬学

臨床医学総論 病院実務実習 G. 薬学研究
薬局実務実習

臨床薬学演習Ⅰ 臨床薬学演習Ⅱ 臨床薬学演習Ⅲ

総合薬学研究
総合薬学演習

静岡救命連携演習
アドバンスト実務実習-地域医療

総合薬学研究

アドバンスト実務実習-地域医療
アドバンスト実務実習-国際医療

臨床薬学演習Ⅳ

項⽬ ディプロマ―ポリシー カリキュラムポリシー 学年科⽬

1. 幅広い教養と語学⼒ ・医療⼈に求められる⾼い教養
を⾝につけている。
・グローバルに活躍できる語学
⼒を有し、国際感覚を⾝につけ
ている。

医療⼈に求められる⾼い教養と世界に通⽤する語学⼒を修得するため、1-2年次において教養科⽬等や英語基礎科⽬を履
修する。加えて地域社会に貢献できる能⼒を⾝につけるため「しずおか学」科⽬群からの履修を必須とする。3年次から
は卒業研究配属研究室ごとに⾏う研究室セミナーである「総合薬学演習」及び卒業研究にあたる「総合薬学研究」にお
いて、学⽣独⾃のテーマについて研究を⾏いながら、最新情報を外国語で収集し、世界に発信できる能⼒を⾝につけ
る。
 これらの評価には、知識レベルについては筆記試験やレポート、⼝頭試験を⽤いる。「総合薬学演習」や「総合薬学
研究」では、⽇々の形成的評価に加え、研究室セミナー等での発表において成⻑過程も併せて評価する。

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ ﾘｻｰﾁ ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

総合薬学演習
アドバンスト実務実習-国際医療

薬学講座
海外研修英語（配当年次なし）

3. ⾼度な知識と技能 ・基礎科学に裏打ちされた最先
端の知識と技能を有している。
・情報共有及び課題解決に必要
な能⼒を⾝につけている。

基礎科学に⽴脚した最先端の薬物治療を理解するために、1〜2年次には物理学、化学、⽣物学などを基盤とした基礎科
⽬及び共通専⾨科⽬を学修する。これらの科⽬の学修によりディプロマ・ポリシー「⾼い臨床能⼒」を修得するための
基盤を作る。また、2〜3年次には基本的な研究⼿法を修得するための実習（「物理系薬学実習」「化学系薬学実習I・
Ⅱ」「⽣物系薬学実習I・Ⅱ」）を実施する。これら基礎薬学の知識と技能の修得は、科学的思考に基づく問題発⾒・解
決能⼒の基盤となり、それらの能⼒を実践的に活⽤し、⾼度化するため3年次後期から「総合薬学演習」と「総合薬学研
究」に取り組む。それらの科⽬では各学⽣独⾃のテーマの研究を遂⾏することにより、先導的⽴場の薬剤師や研究者に
求められるより⾼度な科学的知識と問題解決能⼒を⾝につける。
 これらの評価には、知識レベルについては筆記試験、レポートや⼝頭試験を⽤いる。「総合薬学演習」や「総合薬学
研究」では、⽇々の形成的評価に加え、研究室セミナー等での発表、および卒業研究発表により達成度を評価する。

2. 医療⼈としての倫理観
とコミュニケーション能⼒

・⽣命倫理及び患者の⼈権を最
優先するという強い倫理観を⾝
につけている。
・患者の命を守るという強い責
任感・使命感を⾝につけてい
る。
・医療⼈として必要なコミュニ
ケーション能⼒を⾝につけてい
る

⽣命倫理及び患者の⼈権を最優先するという強い倫理観と使命感を涵養し、医療⼈として必要なコミュニケーション能
⼒を⾝につけるために、講義科⽬（「倫理学」「医療とコミュニケーション学」等）に加え、幅広い職種に触れる科⽬
（「薬学概論」「薬学講座」）や体験型学習（「早期体験学習」「科学演習」）を通して必要な知識を修得するととも
に医療⼈としての⾃覚を育む。3年次からはより⾼度な倫理観と使命感を修得するため、実務実習科⽬関連科⽬（「実務
事前実習」「薬局実務実習」「病院実務実習」等）を履修する。また「総合薬学演習」や「総合薬学研究」における研
究活動を通して、⾃然科学と医療との結びつきを根源から深く理解し、⼈類の健康⻑寿に貢献することへの使命感を養
成する。さらに全学年を対象とした「薬学講座」では、薬害被害者等の講演から、倫理観・使命感を体得する。
 これらの評価には、知識レベルについては筆記試験やレポートなどを⽤いる。体験型学習や実習科⽬ではポートフォ
リオやルーブリック等を⽤いて評価する。「総合薬学演習」や「総合薬学研究」では、⽇々の形成的評価に加え、研究
室セミナー等での発表、および卒業研究発表により達成度を評価する。

総合薬学研究
臨床薬学演習Ⅳ

薬学講座

臨床薬学演習Ⅳ
5. ⾃⼰研鑽 ・医療⼈として、常に⾃⼰を評

価・省察し、さらに⾃らを⾼め
る意欲を⾝につけている。

創薬科学・⽣命薬学・医療薬学・臨床薬学及びその融合・接合領域で先導的役割を担い、⽣涯にわたって⾃⼰研鑽し後
進の教育に積極的に関わる使命感を涵養するための科⽬を１〜6年次に履修する。「早期体験実習」「薬学概論」及び実
務実習科⽬（「薬局実務実習」「病院実務実習」等）により、幅広い職種に触れロールモデルから⾃⼰研鑽の重要性を
感得する。「臨床薬学演習」（6年次）、「総合薬学演習」や「総合薬学研究」では、チューター活動並びに研究活動を
通して、⽣涯にわたる⾃⼰研鑽の態度を養い、後進の教育に積極的に関わることでその重要性や具体的技能を修得す
る。
 これらの評価には、レポートやポートフォリオ、ルーブリック等を⽤いる。

アドバンスト実務実習-地域医療
アドバンスト実務実習-国際医療
アドバンスト実務実習-臨床薬学

総合薬学演習

4. ⾼い臨床能⼒ ・医療現場で遭遇する様々な問
題を発⾒・解決する臨床的な能
⼒を⾝につけている。
・薬物療法を提案・遂⾏する能
⼒を⾝につけ、チーム医療に貢
献できる。
・医療薬学に根ざした研究を計
画・遂⾏する能⼒を⾝につけて
いる。

薬物療法を提案し主体的にチーム医療に参画するために必要となる知識は、主に2年次から4年次前期に開講される科⽬
を通して修得する。1〜2年次に開講される基礎薬学の履修と関連させ、２〜４年次に医療薬学の知識を修得するための
共通専⾨科⽬及び薬学科専⾨科⽬を配置したカリキュラムを構成する。また実習科⽬（「医療系・⽣物系薬学実習」
「薬剤系薬学実習」等）により、医療薬学や臨床薬学の知識や技能を修得する。薬務⾏政・保健衛⽣に関連するレギュ
ラトリーサイエンスを理解するための科⽬も1〜4年次に開講される。さらに、学年進⾏に合わせて、学⽣の知識レベル
に配慮した臨床症例を題材として、知識を統合して薬物治療を提案できる能⼒を養成する。実務実習科⽬（「薬局実務
実習」「病院実務実習」等）では、実際の医療現場で主体的に薬物療法を提案し、チーム医療への参画を実践すること
により、より⾼度な臨床能⼒を⾝につける。6年次には「臨床薬学演習」にチューターとして参画することにより、それ
までの学修を振り返ることで知識の定着をはかる。3年次後期から取り組む「総合薬学演習」と「総合薬学研究」では、
各学⽣独⾃のテーマの研究を遂⾏しつつ、医療・薬務⾏政・保健衛⽣・医薬品開発等に携わることのできる⾼度な臨床
知識や問題解決能⼒を⾝につける。
これらの評価には、知識レベルについては筆記試験、レポートや⼝頭試験を⽤いる。演習科⽬や実習科⽬では、上記の
評価⽅法に加え、ポートフォリオやルーブリック等を⽤いる。「総合薬学演習」や「総合薬学研究」では、⽇々の形成
的評価に加え、学会・研究室セミナー等での発表、および卒業研究発表により達成度を評価する。

薬学教育モデルコアカリ
キュラム ⼤項⽬との対応

早期体験学習 実務事前実習
静岡救命連携演習

アドバンスト実務実習-臨床薬学

早期体験学習 実務事前実習

アドバンスト実務実習-臨床薬学

薬学講座
総合薬学研究

総合薬学演習

静岡救命連携演習

総合薬学演習
総合薬学研究

アドバンスト実務実習-国際医療

実務事前実習
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◎ー必修 (三)は三学科合同授業 (合)はニ学科合同授業

無印ー選択 (集)は集中講義 (全)は全学共通科目

1年生 単位 2年生 単位 3年生 単位 4年生 単位

1

幅広い教養を身に付けた上で、食と健康に

関わる食品科学を理解するために必要な自

然科学および情報技術などに関する基礎知

識を有している。

◎化学Ⅰ（三）

◎生物学Ⅰ（三）

◎物理学Ⅰ（三）

◎食品学総論（合）

◎化学実験（三）

◎生物学実験（三）

◎情報科学演習

 分析化学（合）

 植物学（合）

 化学Ⅱ（三）

 生物学Ⅱ（三）

 物理学Ⅱ（三）

2

2

2

2

1

1

1

2

1

2

2

2

◎有機化学Ⅰ（合）

◎物理化学（合）

◎有機化学Ⅱ（合）

◎発酵学（合）

◎数学（合）

 地学Ⅰ（合）

 地学Ⅱ（合）

 地学実験（合、集）

2

2

2

2

2

2

2

1

◎有機化学Ⅲ

 循環資源論（合）

2

2

2

食品科学に関する広範な知識と関連技術に

基づき、食品に関わる諸問題の解決策を提

示できる論理的思考力と問題解決能力を備

えている。

◎生物化学

◎食品学総論（合）

 人体生理学

2

2

2

◎食品分析化学（合）

◎酵素学（三）

◎微生物学（合）

◎食品化学（三）

◎食品物理学

◎分子生物学（合）

◎免疫学（三）

◎栄養学総論（合）

◎生化学実験

◎食品化学実験

 食料生産学（合）

 環境工学（合）

 代謝工学（合）

 ヒューマンゲノミクス（合）

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

1

◎食品プロセス学

◎食品包装論（集）

◎遺伝子工学（三）

◎食品工学Ⅱ

◎食品生命科学実験Ⅳ

 天然物化学（合）

 蛋白質工学

 食品機能学

 栄養化学

 機器分析学

2

1

2

2

2

2

1

1

2

2

◎卒業研究 8

3

食品科学に関する知識・技術・情報を自ら

収集・理解し、それらを活用して研究する

能力を備えている。

◎基礎統計学（三）

◎数理・データサイエンス・AI入門（全）

1

1
◎応用統計学（三） 2

◎食品生命情報科学

◎バイオインフォマティクス

◎食品生命科学実験Ⅰ

◎食品生命科学実験Ⅱ

◎食品生命科学実験Ⅲ

◎食品生命科学実験Ⅳ

2

1

3

2

2

2

◎卒業研究 8

4

食品科学に関する専門英語を理解し、英語

による基礎的なコミュニケーション能力を

有している。

◎オーラルコミュニケーションⅠ（三）

◎リスニングⅠ（三）

◎オーラルコミュニケーションⅡ（三）

◎リスニング Ⅱ（三）

1

1

1

1

◎オーラルコミュニケーションⅢ（三）

◎TOEIC英語Ⅰ（三）

◎オーラルコミュニケーションⅣ（三）

◎TOEIC英語Ⅱ（三）

1

1

1

1

◎英語で学ぶ食品生命科学

 海外研修英語（集）

2

1
◎卒業研究 8

5

豊かな人間性と食の安全に対する高い倫理

観を有し、協調性や指導力をもって他職種

と協働・連携することができる。

◎食品栄養科学入門（三）

◎物理学実験（合）

 食品マーケティング論

1

1

1

◎食品衛生学Ⅰ（合） 2

◎食品衛生学Ⅱ（合）

◎食品生命科学実験Ⅰ

◎食品生命科学実験Ⅱ

◎食品生命科学実験Ⅲ

 インターンシップ（合、集）

2

3

2

2

1

◎卒業研究 8

6

食品技術者としての社会的な役割と責任を

理解し、食品関連産業の発展に貢献するこ

とができる。

◎食品・栄養・環境科学概論Ⅰ（三）

◎食品・栄養・環境科学概論Ⅱ（三）

2

2

  放射化学（三）

  食料経済（三）

2

2

◎食品工学Ⅰ

◎技術者倫理

 バイオテクノロジー論（合）

 インターンシップ（合、集）

2

2

1

1

ディプロマ・ポリシー

食品生命科学科 授業科目の流れとディプロマ・ポリシーの関係
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1年 2年 3年 4年
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

（植物学（○））

食品・栄養・環境 食品・栄養・環境 技術者倫理（○）
科学概論Ⅰ（◎） 科学概論Ⅱ（◎）

（放射化学（◎）） （バイオテクノ

食品栄養 食品化学（○） 発酵学（○） (食品機能学(○） ロジー論（◎））

科学入門（○）
 (食料生産学（○）)

（食品マーケティ （環境工学（○）） （循環資源論（○））
ング論（○）） 英語で学ぶ食品

生命科学(○)

食品・栄養・環境 食品・栄養・環境

科学概論Ⅰ（○） 科学概論Ⅱ（○） （放射化学（○））  技術者倫理（◎）
食品包装論（○）

食品化学（○） 発酵学（○） 食品工学Ⅰ（○） （バイオテクノ
(食品機能学(○） ロジー論（○））

（食料経済（○）） 食品プロセス学（○）

化学Ⅰ（◎） （化学Ⅱ（◎））  有機化学Ⅰ（◎） 有機化学Ⅱ（◎） 有機化学Ⅲ（◎）

（分析化学（◎））  食品分析化学（○） （機器分析学（○））
（放射化学（○））

化学実験（◎）
生物化学（○）  酵素学（○） （バイオテクノ

（人体生理学（○）） ロジー論（○））

    （植物学（◎））  (食料生産学（○）) （循環資源論（◎））

生物学Ⅰ（◎） （生物学Ⅱ（◎））

 発酵学（◎）
生物学実験（◎） （代謝工学（○））

物理化学（◎）
物理学Ⅰ（◎） （物理学Ⅱ（◎）） 食品物理学（○） 食品工学Ⅰ（◎）

物理学実験（◎）
（基礎数学（◎）） 数学（◎） バイオインフォ

マティクス（○）
基礎統計学（○）

（化学Ⅱ（○）） 食品分析化学（◎） （機器分析学（◎））

 (食料生産学（◎）) （天然物化学（◎））

生物化学（◎） （代謝工学（◎））

 生化学実験（◎）
食品・栄養・環境 食品・栄養・環境
科学概論Ⅰ（○） 科学概論Ⅱ（○）  酵素学（◎） （蛋白質工学（◎））

（バイオテクノ
ロジー論（○））

分子生物学（◎） 遺伝子工学（◎） 食品生命科学
（食品マーケティ 実験Ⅲ（○）

ング論（○））  微生物学（◎）
免疫学（◎）

食品衛生学Ⅰ（◎） 食品衛生学Ⅱ（◎）

食品学総論（◎） 栄養学総論（◎） （栄養化学（◎））

 食品化学（◎） 食品プロセス学（◎）
(食品機能学(◎）

食品化学実験（◎） 食品包装論（◎）

物理学Ⅰ（○） （物理学Ⅱ（○））  食品物理学（◎） 食品生命科学
実験Ⅳ（◎）

（人体 （ヒューマン バイオインフォ
  生理学（◎）） ゲノミクス（〇）） マティクス（◎）

食品栄養科学 英語で学ぶ食品
入門（◎） 生命科学（◎）

食品マーケティ  技術者倫理（○）
ング論（◎）

食品衛生学Ⅱ（○） 食品工学Ⅱ（○）

OC Ⅰ OC Ⅱ  OC Ⅲ  OC Ⅳ
英語で学ぶ食品

リスニングⅠ（◎） リスニングⅡ（◎） TOEIC英語Ⅰ（◎） TOEIC英語Ⅱ（◎） 生命科学(◎)

基礎統計学（◎） 応用統計学（◎）  技術者倫理（○）
情報科学演習（○）
食品栄養科学
入門（◎） （海　外　研　修　英　語（◎））

基礎統計学（○） 応用統計学（○） バイオインフォ
マティクス（◎）

情報科学演習（○）
食品生命
情報科学(◎)

食品衛生学Ⅱ（○） 食品工学Ⅱ（○）
食品プロセス学（○）

食品栄養科学 英語で学ぶ食品
入門（○） 生命科学(○)

食品栄養科学
入門（○） (インターンシップ（◎）)

（栄養化学（○））

食品生命科学実験Ⅱ（○）

（H)

化学実験（○） 食 品 生 命 科 学 実 験 （○）  卒　業　研　究　（◎）
Ⅱ → Ⅰ → Ⅲ → Ⅳ

（F)

オ ー ラ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ OC )　（◎）

 卒　業　研　究　（○）

（インターンシップ（○））

（G)

 卒　業　研　究　（◎）

食 品 生 命 科 学 実 験 （○）
Ⅱ → Ⅰ → Ⅲ → Ⅳ

　　　卒　業　研　究 （○）

 物理化学（○）

（インターンシップ（○））

（E)

食　品　生　命　科　学　実　験　（◎）
Ⅱ　→　Ⅰ　→　Ⅲ

（インターンシップ（○））（食料経済（○））

（D)

（放射化学（○））

（環境工学（◎））

（植物学（○））

食品生命科学実験Ⅰ（○）

（B)

（インターンシップ（○））

（C)

分子生物学（○） 遺伝子工学（○）

（天然物化学（○））

食品学総論（◎）

食品工学Ⅱ（◎）

情報科学演習（◎）
応用統計学（○）

学習・
教育到
達目標

授　業　科　目　名：　（　 　）は選択科目。◎は主要な関連を，○は副次的な関連を意味している。

（A)

（食料経済（○））

食品生命科学科の授業科目の流れ（令和５年度入学生用）

*全学共通科目の数理データサイエンス・AI入門は記載されていない。
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◎ー必修 (三)は三学科合同授業  (合)は食品生命科学科との合同授業

無印ー選択 (集)は集中講義  (全)は全学共通科目

 1年生 単位  2年生 単位  3年生 単位  4年生 単位

◎食品栄養科学入門（三） 1 ◎分子生物学（合） 2  遺伝子工学（三） 2 ◎卒業研究 8
◎食品栄養環境科学概論Ⅰ（三） 2 ◎免疫学（三） 2  バイオテクノロジー論（合） 1

◎食品栄養環境科学概論Ⅱ（三） 2 ◎微生物学 2 ◎栄養生命科学研究 3

◎化学Ⅰ（三） 2 ◎応用統計学（三） 2

◎生物学Ⅰ（三） 2  ヒューマンゲノミクス（合） 1

◎物理学Ⅰ（三） 2  放射化学（三） 2

◎化学実験（三） 1  有機化学 I（合） 2

◎生物学実験（三） 1  有機化学 II（合） 2

◎基礎統計学（三） 1  酵素学（三） 2

◎情報科学 2

◎数理・データサイエンス・AI入門（全） 1

化学Ⅱ（三） 2

生物学Ⅱ（三） 2

物理学Ⅱ（三） 2

◎解剖生理学 3 ◎公衆衛生学 2 ◎卒業研究 8
◎生化学 I 2 ◎生化学 II 2 ◎臨床栄養学 2
◎食品学総論 2 ◎健康管理概論 1 ◎臨床栄養管理学 I 2
◎調理科学 2 ◎臨床病態学 3 〇臨床栄養管理学 II 2

◎栄養教育論 I 2 ◎公衆栄養学 I 2
◎食品衛生学 2 ◎公衆栄養学 II 1
◎食材学 2 ◎栄養疫学 1
◎食品分析化学（合） 2 〇臨床薬理学 2
◎食品化学（三） 2 ◎データサイエンス・AI 2
〇運動生理学（集） 1 ◎栄養生命科学研究 3
〇病理学 1
 食料経済（三） 2

〇調理学実習 2 ◎生化学実験 1 ◎応用栄養学 II 2 ◎卒業研究 8
◎基礎栄養学 2 ◎栄養教育論 II 2
◎応用栄養学 I 2 ◎栄養機能論 2
〇食品学実験 2 ◎公衆衛生学実験 1
〇調理科学実験 1 ◎解剖生理学実験 1

◎微生物学実験 1
◎食品衛生学実験 1
◎栄養学実験 1
◎栄養化学実験 1
◎栄養生命科学研究 3

◎リスニングⅠ（三） 1 ◎TOEIC英語Ⅰ（三） 1  栄養生命科学英語 1 ◎卒業研究 8
◎リスニングⅡ（三） 1 ◎TOEIC英語Ⅱ（三） 1 ◎栄養生命科学研究 3
◎オーラルコミュニケーションⅠ（三） 1 ◎オーラルコミュニケーションⅢ（三） 1
◎オーラルコミュニケーションⅡ（三） 1 ◎オーラルコミュニケーションⅣ（三） 1
◎保健医療福祉論 1 ◎給食経営管理論 I 2 ◎応用栄養学実習 1 ◎卒業研究 8

◎給食経営管理論 II 2 ◎臨床栄養学実習 1
〇栄養カウンセリング論 2 ◎治療食実習 1

◎栄養教育論実習 1
〇公衆栄養学実習 1
〇給食経営管理実習 2
◎栄養生命科学研究 3
〇総合演習 2 〇臨地実習（公衆栄養学） 1
〇校外実習（給食の運営） 1 ◎卒業研究 8

〇臨地実習（臨床栄養学） 2

◎栄養生命科学研究 3

6

管理栄養士として人間の健康と⾧寿を支える

栄養に関わる諸問題の解決に貢献することが

できる。

幅広い教養を身に付けた上で、食と健康に関

わる栄養科学を理解するために必要な自然科

学および情報技術などに関する基礎知識を有

している。

食と健康に関する広範な知識と関連技術を駆

使して、栄養に関わる諸問題の解決策を提示

できる論理的思考力と問題解決能力を有して

いる。

2

栄養科学に関する知識・技術・情報を自ら収

集・理解し、それらを活用して研究する能力

を備えている。

3

4

栄養科学に関する専門英語を理解し、英語に

よる基礎的なコミュニケーション能力を有し

ている。

栄養生命科学科 授業科目の流れとディプロマ・ポリシーの関係

ディプロマ・ポリシー

1

5

創造性あふれる豊かな人間性と栄養科学の専

門家としての倫理観を有し、協調性や指導力

をもって他職種と 協働・連携することがで

きる。
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●卒業研究

●食品栄養科学入門
●食品栄養環境科学概論Ⅰ・Ⅱ
●基礎統計学●化学実験●生物学実験
●化学Ⅰ●生物Ⅰ●物理学Ⅰ
化学Ⅱ 生物Ⅱ 物理学Ⅱ

●リスニングⅠ・Ⅱ
●オーラルコミュニケーションⅠ・Ⅱ

●食品分析化学●食品化学
●分子生物学●免疫学●応用統計学
ヒューマンゲノミクス 放射化学
有機化学Ⅰ・Ⅱ 酵素学 食糧経済

●TOEIC英語Ⅰ・Ⅱ
●オーラルコミュニケーションⅢ・Ⅳ

遺伝子工学
バイオテクノロジー論

栄養生命科学英語

●情報科学
●保健医療福祉論

●健康管理概論 ●公衆衛生学
●公衆衛生学実験

●生化学Ⅰ
●解剖生理学

●生化学Ⅱ●解剖生理学
●生化学実験●微生物学
●臨床病態学〇運動生理学〇病理学

●解剖生理学実験
●微生物学実験

●食品学総論
●調理科学〇調理学実習

●食品衛生学●食材学
〇食品学実験〇調理科学実験

●食品衛生学実験

●基礎栄養学

●応用栄養学Ⅰ

●栄養教育論Ⅰ
〇栄養カウンセリング論

●給食経営管理論Ⅰ
●給食経営管理論Ⅱ

日本国憲法 教職論 学校栄養教育論
教育原理 教育心理学
教育社会学 教育方法

●栄養学実験
●栄養化学実験

●応用栄養学Ⅱ
●栄養機能論
●応用栄養学実習

●栄養教育論Ⅱ
●栄養教育論実習

●臨床栄養学
●臨床栄養管理学Ⅰ
〇臨床栄養管理学Ⅱ
●臨床栄養学実習
●治療食実習
〇臨床薬理学

●公衆栄養学Ⅰ
●公衆栄養学Ⅱ
〇公衆栄養学実習
●栄養疫学
●データサイエンス・AI

〇給食経営管理実習

〇校外実習（給食の運営）
〇臨地実習（臨床栄養学）

●
栄
養
生
命
科
学
研
究

学校栄養教育実践論
生徒指導 道徳指導論
教育課程・特別活動論
学校カウンセリング
特別支援教育
総合学習の指導法

栄養教育実習事前事後指導
栄養教育実習
教職実践演習（栄養教諭）

〇臨地実習（公衆栄養学）

基
礎
科
目

社会・環境と健康

人体の構造と機能・
疾病の成り立ち

食べ物と健康

基礎栄養学

応用栄養学

栄養教育論

臨床栄養学

公衆栄養学

給食経営管理論

総合演習

臨地実習

教職科目（栄養教諭）

専
門
基
礎
分
野

専
門
分
野

●：必修、〇：選択必修 無印：選択

1年次 2年次 3年次 4年次

自然科学

外国語

保健体育 ●身体運動科学A ●身体運動科学B

〇総合演習

栄養生命科学科の授業科目の流れ（令和５年度入学生用）

ˎ全学共通科目の数理データサイエンス・AI入門は記載されていない。
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◎ー必修 (三)は三学科合同授業 (合)は食品生命科学科との合同授業

無印ー選択 (集)は集中講義 (全)は全学共通科目

単位 単位  3年生 単位  4年生 単位

2

食と健康に関わる環境分野の知識と技術に基づき、

環境に関わる諸問題の解決策を提示できる論理的思

考力と問題解決能力を備えている。

4 18 ◎環境生命科学実験Ⅱ

◎環境生命科学実験Ⅲ

◎環境生命科学実験Ⅳ

◎環境生命科学研究

10.5 ◎卒業研究 8

3

環境科学と生命科学に関する知識・技術・情報を自

ら収集・理解し、それらを活用して研究する能力を

備えている。

6 4 ◎環境生命科学実験Ⅱ

◎環境生命科学実験Ⅲ

◎環境生命科学実験Ⅳ

◎環境生命科学研究

食品生命情報科学（合）

12.5 ◎卒業研究 8

4
環境に関する専門英語を理解し、英語による基礎的

なコミュニケーション能力を有している。

5.5 5 ◎Environmental and Life Sciences

◎環境生命科学英語

3

5

豊かな人間性と環境保全に対する高い倫理観を有

し、協調性や指導力をもって他職種と恊働・連携す

ることができる。

2 インターンシップ（合, 集）

◎技術者倫理

3

6

環境計量と環境・生体影響評価に関する知識や技術

を修得し、環境保全や食の生産に貢献することがで

きる。

20  毒性学

 発生遺伝学

 環境工学

 環境計量論

 循環資源論（合）

 食品衛生学Ⅱ（合）

 遺伝子工学（三）

 天然物化学（合）

 酵素学（三）

 代謝工学（合）

 栄養学総論（合）

22

幅広い教養を身につけた上で、食と健康に関わる環

境科学を理解するために必要な自然科学および情報

技術などに関する基礎知識を有している。

 1年生

◎化学Ⅰ（三）

◎生物学Ⅰ（三）

◎物理学Ⅰ（三）

◎食品栄養環境科学概論Ⅰ（三）

◎基礎統計学（三）

◎食品栄養科学入門（三）

基礎数学（合）

◎食品栄養環境科学概論Ⅱ（三）

◎環境学総論

食品学総論（合）

化学Ⅱ（三）

生物学Ⅱ（三）

物理学Ⅱ（三）

◎数理・データサイエンス・AI入門

2 食品生命情報科学（合）11

◎オーラルコミュニケーションⅢ（三）

◎TOEIC英語Ⅰ（三）

◎環境科学英語Ⅱ

◎オーラルコミュニケーションⅣ（三）

◎TOEIC英語Ⅱ（三）

 合成生物学

 環境有機化学

 環境分析化学

 食料生産学

 環境応答学

 放射化学（三）

 環境微生物学

 発酵学（合）

 免疫学（三）

 食料経済（三）

環境生命科学科 授業科目の流れとディプロマ・ポリシーの関係

 2年生

◎数学（合）

◎応用統計学（三）

◎物理化学（合）

地学Ⅰ（合）

地学Ⅱ（合）

地学実験（合, 集）

◎細胞生物学

◎植物生理学

◎動物生理学

◎生態遺伝学

植物環境学

微生物学（合）

反応有機化学

食品化学（三）

食品衛生学Ⅰ（合）

◎基礎環境生命科学実験

◎環境生命科学実験Ⅰ

◎フィールドワーク（集）

◎分析化学（合）

◎基礎生化学

◎化学実験（三）

◎生物学実験（三）

◎植物学（合）

◎情報科学

◎物理学実験（合）

◎オーラルコミュニケーションⅠ（三）

◎リスニングⅠ（三）

◎オーラルコミュニケーションⅡ（三）

◎リスニングⅡ（三）

◎環境科学英語I

ヒューマンエコロジー

25

ディプロマ・ポリシー

1
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太字：必修科目 細字：選択科目
1年 2年 3年 4年

前期 後期 前期 後期 前期 後期

食品･栄養･環境科学
概論Ⅰ

食品･栄養･環境科学
概論Ⅱ

ヒューマンエコロジー 技術者倫理

食品栄養科学入門 環境学総論
食品学総論 食品化学 食品衛生学Ⅰ 食品衛生学Ⅱ 栄養学総論

食料経済

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ 物理化学 地学Ⅱ
物理学実験 地学Ⅰ

地学実験

化学I 化学Ⅱ 反応有機化学 環境有機化学 環境工学 循環資源論
分析化学 放射化学 環境分析化学 環境計量論

天然物化学

化学実験 基礎環境生命科学実験 環境生命科学実験Ⅰ 環境生命科学実験Ⅳ 環境生命科学研究
フィールドワーク

生物学Ⅰ 基礎生化学 植物生理学 生態遺伝学 発生遺伝学 代謝工学
植物学 生物学Ⅱ 動物生理学 植物環境学 毒性学

細胞生物学 食料生産学 酵素学
合成生物学 環境応答学 遺伝子工学
環境微生物学 発酵学 卒業研究
微生物学 免疫学

生物学実験 基礎環境生命科学実験 環境生命科学実験Ⅱ 環境生命科学研究

フィールドワーク 環境生命科学実験Ⅲ

基礎統計学 応用統計学 食品生命情報科学
情報科学 数学

オーラル
コミュニケーション
Ⅰ

オーラル
コミュニケーション
Ⅱ

オーラル
コミュニケーションⅢ

オーラル
コミュニケーションⅣ

リスニングⅠ リスニングⅡ TOEIC英語Ⅰ TOEIC英語Ⅱ

環境科学英語Ⅰ 環境科学英語Ⅱ Environmental and
Life Sciences

環境生命科学英語

海外研修英語 インターンシップ

環境生命科学科の授業科目の流れ（令和5年度入学生用）

ˎ全学共通科目の数理データサイエンス・AI入門は記載されていない。
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国際ทಓ入኷Ҧ ӻՔӼ { {

国際ทಓ入኷ҧ ӻՔӼ { {

国際ทಓ入኷Ҩ ӻՔӼ { {

国際ทಓ入኷ҩ ӻՔӼ { {

ทಓ学入኷ ӻՔӼ { {

॒୪ౝ入኷ ӻՔӼ { {

国際ሓ学入኷ ӻՔӼ { {

ඏ॔学入኷ ӻՔӼ { {

ऌ໖Ք׵بל׭՛Ꭺ入኷ ӻՔӼ { {

ೂवࡰད֧ँؠ՛؅آץ ӻՔӼ { {

ಲ๯࿨ᇌൻᎪ㕺Ք㕻 ӻՔӼ { {

؎՛פ׸׬Քט׼״׮Ҧ ӻՔӼ { {

؎՛פ׸׬Քט׼״׮ҧ ӻՔӼ { {

؎՛פ׸׬Քט׼״׮Ҩ ӻՔӼ { {

՛׬؞׻؟Ք״՛ؚ؉بר ӻՔӼ { {

ೂवྔ௮ሓ入኷ ӻՔӼ { {

ೂवျ૱学Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ { {

႘቎୤ੱࡱ学㕺 ӻՔӼ { {

႘቎ᇌ学ଞ੄Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ { {

Ҧ㕺Ք㕻ؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 { {

ҧ㕺Ք㕻Ӡؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 { {

㕺Ք㕻ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷ Ӽ { {

वᎭ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ { {

ఢᇌ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ { {

㕺Ք㕻ب؜׬՛׻بױء،୤ࢷ ӼՔӽ { {

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҦ㕺Ք㕻 ӻՔӼ { {

ץب՛؀؞؋ט׻פח୤ࢷ ӻՔӼ { {

ಐಈࢷ୤ ӼՔӽ { {

୤֦ၥֿ国際関係入኷㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ { {

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҧ㕺Ք㕻 ӼՔӽ { {

LC1

ԙԍ㕲

Ԏԟ㕲 Ԏԟ㕳 Ԏԟ㕴

国際関係学部Ӡ国際関係学ऎӠ׸ؓؕ؞ؚע؟נ،

ऎኬ኎ ვဴ年಑ऎኬૌ Ԏԟ㕱
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国際ସ୤ᇌँ入኷Ҧ ӻՔӼ { {

国際ସ୤ᇌँ入኷ҧ ӻՔӼ { {

国際ସ୤ᇌँ入኷Ҩ ӻՔӼ { {

国際ସ୤ᇌँ入኷ҩ ӻՔӼ { {

ᄾॵᇌँ入኷Ҧ ӻՔӼ { {

ᄾॵᇌँ入኷ҧ ӻՔӼ { {

ᄾॵᇌँ入኷Ҩ ӻՔӼ { {

႘቎౩ມౝ㕺Ք㕻 ӻՔӼ { {

ೂव֧ᇌँ֭ח׬آ ӻՔӼ { {

ཨञ଑֭ೂव֧ᇌँ ӻՔӼ { {

৚国ྋ๵֭ೂव֧ᇌँ ӻՔӼ { {

ဪႊ֭ח׭חೂव֧ᇌँ ӻՔӼ { {

ᇌ学֧ೂव ӻՔӼ { {

፾ౝ֧ೂव ӻՔӼ { {

ᄾॵᇌ学入኷ ӻՔӼ { {

ໂ֧ೂवࢭ ӻՔӼ { {

ᇌ学入኷؆׸آ՛؝ ӻՔӼ { {

ฦዼଽ࿳入኷ ӻՔӼ { {

՛׬؞׻؟Ք״՛ؚ؉بר ӻՔӼ { {

႘቎୤ੱࡱ学㕺 ӻՔӼ { {

႘቎ᇌ学ଞ੄Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ { {

ೂवྔ௮ሓ入኷ ӻՔӼ { {

ೂवျ૱学Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ { {

Ҧ㕺Ք㕻ؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 { {

ҧ㕺Ք㕻ؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 { {

㕺Ք㕻ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷ Ӽ { {

वᎭ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ { {

ఢᇌ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ { {

㕺Ք㕻ب؜׬՛׻بױء،୤ࢷ ӼՔӽ { {

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҦ㕺Ք㕻 ӻՔӼ { {

ץب՛؀؞؋ט׻פח୤ࢷ ӻՔӼ { {

ԙԍ㕲

国際関係学部Ӡ国際ସ୤ᇌँ学ऎӠ׸ؓؕ؞ؚע؟נ،

LC1

ऎኬૌ Ԏԟ㕱 Ԏԟ㕲 Ԏԟ㕳 Ԏԟ㕴ऎኬ኎ ვဴ年಑
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༶ဴੱࡿ

ᅢ修 ๰༖ (ೀ໲֮ᅋඛઌ஬౧Ӵ

国際ทಓ入኷Ҧ ӻՔӼ Ӽ ௗ年度्஬֚֙（௨ဿ෉）

国際ทಓ入኷ҧ ӻՔӼ Ӽ ౅቎

国際ทಓ入኷Ҩ ӻՔӼ Ӽ ௗ年度्஬֚֙（൚ી）

国際ทಓ入኷ҩ ӻՔӼ Ӽ ᆃ

ทಓ学入኷ ӻՔӼ Ӽ ๶౅

॒୪ౝ入኷ ӻՔӼ Ӽ ස౅

国際ሓ学入኷ ӻՔӼ Ӽ ఘব

ඏ॔学入኷ ӻՔӼ Ӽ ႏ࢏

ऌ໖Ք׵بל׭՛Ꭺ入኷ ӻՔӼ Ӽ ଜྭ

ೂवࡰད֧ँؠ՛؅آץ ӻՔӼ Ӽ ஸᄂ

ಲ๯࿨ᇌൻᎪ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ 㕺ӱᄫኾ്Ӡ㕻ӱෆྥ

؎՛פ׸׬Քט׼״׮Ҧ ӻՔӼ Ӽ ਺ఞ

؎՛פ׸׬Քט׼״׮ҧ ӻՔӼ Ӽ ᄫኾ୯

؎՛פ׸׬Քט׼״׮Ҩ ӻՔӼ Ӽ ฬ౅

՛׬؞׻؟Ք״՛ؚ؉بר ӻՔӼ Ӽ ฬ౅Ք࿵ኾՔཟၾՔఘ቎

ೂवྔ௮ሓ入኷ ӻՔӼ Ӽ ྺဂ

ೂवျ૱学Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ဍἁ

႘቎୤ੱࡱ学㕺 ӻՔӼ Ӽ ࡮ೢ

႘቎ᇌ学ଞ੄Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ 㕺ӱ፷ኪ֔Ӡ㕻ӱ఍๖

ӨԒԵՆՂԱՂԴԵՎՔӨԙԱՋՆԵՂԳԵՔ

ԗՂՃՋՀԵՇՔԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱ

ҧ㕺Ք㕻Ӡؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 २ӻ ࣰ໠ՔྴՔწᄂՔ་༑

ӨԒԵՆՂԱՂԴԵՎՔԢՉՎՉԽԺ Քဂཨ

൚ဂՔӨԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱՔฬဥ

ӨԗՂՃՋՀԵՇՔԒԵՆՂԱՂԴԵՎ

ԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱՔԙԱՋՆԵՂԳԵ

ఢᇌ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ २ӻ ᇚ౅Քࣰ໠ՔწᄂՔԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱՔະ࢏

ԋӱ؄ט׼՛بՔӨԗՂՃՋՀԵՇ

Ԍӱب׵؟ՔԗՂՃՋՀԵՇ

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҦ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ب׾ب؞ץՔب׵؟

ץب՛؀؞؋ט׻פח୤ࢷ ӻՔӼ Ӽ ᦁဂՔࣰ໠

ಐಈࢷ୤ ӼՔӽ Ӽ ᦁဂ

ԋӱૄဂՔᦁဂՔሾኾՔ໠ੲՔઝဿ

ԌӱᦁဂՔᄫኾ୯Քฬ౅Քઝဿ

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҧ㕺Ք㕻 ӼՔӽ २Ӽ ب؄՛ט׼

ཨ国୤Ҧ㕺Ք㕻 1 २ӻ ࣪

ཨ国୤ҧ㕺Ք㕻 1 २ӻ ၼຘ

ཨ国୤Ҩ㕺Ք㕻 Ӽ २ӻ ࣪

ཨ国୤ҩ㕺Ք㕻 Ӽ २ӻ ་ኾ

৚国୤Ҧ㕺Ք㕻 1 २ӻ ൚෕Քઞ

৚国୤ҧ㕺Ք㕻 1 २ӻ ൚෕Քઞ

৚国୤Ҩ㕺Ք㕻 Ӽ २ӻ ൚෕Ӡ

৚国୤ҩ㕺Ք㕻 Ӽ २ӻ ൚෕Քઞ

؞
⼇

؀
ب
ץ
פ
؞
׮
״
⼇

ビ
4
6
༳
ࡔ

ピ

ビ
8
༳
ࡔ

ピ

ԙ
C
1
Ӡ
ח
נ
׼
ؔ
⾀
פ
Ք
؟
׻
؞
׬
⼇

ビ
1
4
༳
ࡔ

ピ

ԙ
C
Ӽ
Ӡ
ࢷ
୤
ר
ؔ
⾢
؀
צ
⼇

׬
⾤
ب

ビ
1
6
༳
ࡔ

ピ

 
ԙ
C
ӽ
Ӡ
ད
ࡰ
ಲ
๯
፛

ビ
8
༳
ࡔ

ピ

ད
ࡰ
ସ
୤

ビ
4
༳
ࡔ

ピ

ड
༎
༷
੄
૙
ࢷ
୤
Ҧ

ビ
4
༳
ࡔ

ピ

ड
༎
༷
੄
૙
ࢷ
୤
ҧ

ビ
6
༳
ࡔ

ピ

ᅢ
修
ࢷ
୤

㕺Ք㕻ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷ

Ҧ㕺Ք㕻ؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 २ӻ

२ӻӼ

२ӻ

२ӻ

२ӻ

୤֦ၥֿ国際関係入኷㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ

वᎭ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ

㕺Ք㕻ب؜׬՛׻بױء،୤ࢷ ӼՔӽ

ऎኬૌ ऎኬ኎ ვဴ年಑
༳ࡔ෾

国際関係学部Ӡ国際関係学ऎӠ๔኷ੱࡱऎኬ
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履ӠӠ修ӠӠሑӠӠሓ

ԙԍӻפ׸ؔ׼נחՔ׬؞׻؟՛

国際関係学ऎ֪։փ֥֮ӣ国際関係学ऎԙԍӻפ׸ؔ׼נחՔ׬؞׻؟՛֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊8׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ

ԙԍӼࢷ୤צ؀ؚؔר՛ب؜׬

փՓ֩׈֩֯׋֐修ၜ֖֩בAՔBָ֥֭֘ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷҧԋՔBਸֲؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ҦԋՔBӣؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊（1）

（Ӽ）ड༎༷੄૙ࢷ୤Ҧ֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊4׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ֖֞֟Ւ२学ৼ履修֦֌׊ऎኬ֮ମ໋1ऎኬ֧֘׊Փ

ֽ֞ՒԟԌԙӨԏՂԷՀԺՇԸҦԋՔB֮ᅢ֙Aב๐֪履修֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ

（ӽ）ड༎༷੄૙ࢷ୤ҧ֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊4׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ֖֞֟Ւ२学ৼ履修֦֌׊ऎኬ֮ମ໋1ऎኬ֧֘׊Փ

ֽ֞ՒԟԌԙӨԏՂԷՀԺՇԸҧԋՔB֮ᅢ֙Aב๐֪履修֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ

ԙԍӽདࡰಲ๯፛

（1）དࡰସ୤֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֦ց׊ӣཨ国୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ৚国୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ؊ب؉؟ט୤ҦԋՔB⿤ ҩԋՔBӣ׹י׾୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ

修ၜ֖֩בࡔ1ସ୤8༳׈֊୤ҦԋՔB ⿤ҩԋՔBӣ႘቎୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔB֭օ֠ח׬୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ୵بי؏׮୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ׮ب؞؊

փՓ֖֞֟ӣ႘቎୤ҦԋՔB⿤֩׈֩֯׋֐ ҩԋՔB֮ጽ学生֪଺׊Փփ֭֙׋ସ୤ׁ၍ࡴ年度ၾ֪ҦԋՔBӣҧԋՔB（ֽ֮֞ҨԋՔBӣҩԋՔB）֧ᎌ

໗֖֥履修֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ

（Ӽ）དࡰଞ੄Ք؊ט՛ؤ׾ؠ՛֪פ౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊8׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ
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༶ဴੱࡿ

ᅢ修 ๰༖ (ೀ໲֮ᅋඛઌ஬౧Ӵ

国際ସ୤ᇌँ入኷Ҧ ӻՔӼ Ӽ ᦁဂ

国際ସ୤ᇌँ入኷ҧ ӻՔӼ Ӽ ᇚ౅

国際ସ୤ᇌँ入኷Ҩ ӻՔӼ Ӽ ૄဂ

国際ସ୤ᇌँ入኷ҩ ӻՔӼ Ӽ ಍ᅐ

ᄾॵᇌँ入኷Ҧ ӻՔӼ Ӽ ૄဂ

ᄾॵᇌँ入኷ҧ ӻՔӼ Ӽ ᇚ౅

ᄾॵᇌँ入኷Ҩ ӻՔӼ Ӽ ࡮ࢰ

႘቎౩ມౝ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ᇓ౅

ೂव֧ᇌँ֭ח׬آ ӻՔӼ Ӽ ቋၾ

ཨञ଑֭ೂव֧ᇌँ ӻՔӼ Ӽ ၼຘ

৚国ྋ๵֭ೂव֧ᇌँ ӻՔӼ Ӽ ൚෕

ဪႊ֭ח׭חೂव֧ᇌँ ӻՔӼ Ӽ ࣜఞ

ᇌ学֧ೂव ӻՔӼ Ӽ ൚༭

፾ౝ֧ೂव ӻՔӼ Ӽ ଏಏ

ᄾॵᇌ学入኷ ӻՔӼ Ӽ ස

ໂ֧ೂवࢭ ӻՔӼ Ӽ ՛ז؊יז؊

ᇌ学入኷؆׸آ՛؝ ӻՔӼ Ӽ ฦ໠

ฦዼଽ࿳入኷ ӻՔӼ Ӽ ੲ๖

՛׬؞׻؟Ք״՛ؚ؉بר ӻՔӼ Ӽ ฬ౅Ք࿵ኾՔཟၾՔఘ቎

႘቎୤ੱࡱ学㕺 ӻՔӼ Ӽ ࡮ೢ

႘቎ᇌ学ଞ੄Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ 㕺ӱ፷ኪ֔Ӡ㕻ӱ఍๖

ೂवྔ௮ሓ入኷ ӻՔӼ Ӽ ྺဂ

ೂवျ૱学Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ဍἁ

ӨԒԵՆՂԱՂԴԵՎՔӨԙԱՋՆԵՂԳԵՔ

ԗՂՃՋՀԵՇՔԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱ

ҧ㕺Ք㕻Ӡؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 २ӻ ࣰ໠ՔྴՔწᄂՔ་༑

ӨԒԵՆՂԱՂԴԵՎՔԢՉՎՉԽԺ Քဂཨ

൚ဂՔӨԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱՔฬဥ

ӨԗՂՃՋՀԵՇՔԒԵՆՂԱՂԴԵՎ

ԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱՔԙԱՋՆԵՂԳԵ

ఢᇌ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ २ӻ ᇚ౅Քࣰ໠ՔწᄂՔԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱՔະ࢏

ԋӱ؄ט׼՛بՔӨԗՂՃՋՀԵՇ

Ԍӱب׵؟ՔԗՂՃՋՀԵՇ

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҦ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ب׾ب؞ץՔب׵؟

ץب՛؀؞؋ט׻פח୤ࢷ ӻՔӼ Ӽ ᦁဂՔࣰ໠

ಐಈࢷ୤ ӼՔӽ Ӽ ᦁဂ

ԋӱૄဂՔᦁဂՔሾኾՔ໠ੲՔઝဿ

ԌӱᦁဂՔᄫኾ୯Քฬ౅Քઝဿ

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҧ㕺Ք㕻 ӼՔӽ २Ӽ ب؄՛ט׼

२ӻ

२ӻ

ビ
4
༳
ࡔ

ピ

 
ड
༎
༷
੄
૙
ࢷ
୤
ҧ

Ҧ㕺Ք㕻ؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1

वᎭ㕺Ք㕻ࢷ

୤֦ၥֿ国際関係入኷㕺Ք㕻ࢷ

㕺Ք㕻ب؜׬՛׻بױء،୤ࢷ

ӻՔӼ

ӻՔӼ

㕺Ք㕻ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷ Ӽ २ӻ

२ӻ

ԙ
C
Ӽ
 
ࢷ
୤
ר
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ࢷ
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4
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༳
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ԙ
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׼
ؔ
⾀
פ
Ք
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履ӠӠ修ӠӠሑӠӠሓ

ԙԍӻפ׸ؔ׼נחՔ׬؞׻؟՛

国際ସ୤ᇌँ学ऎ֪։փ֥֮ӣ国際ସ୤ᇌँ学ऎԙԍӻפ׸ؔ׼נחՔ׬؞׻؟՛֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊8׈༳בࡔ修ၜ֖֩֯׋֐

փՓ֩׈֩

ԙԍӼࢷ୤צ؀ؚؔר՛ب؜׬

֯׋֐修ၜ֖֩בAՔBָ֥֭֘ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷҧԋՔBਸֲؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ҦԋՔBӣؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊（1）

փՓ֩׈֩

（Ӽ）ड༎༷੄૙ࢷ୤Ҧ֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊4׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ֖֞֟Ւ२学ৼ履修֦֌׊ऎኬ֮ମ໋1ऎኬ֧֘

փՓ֩׈֩֯׋֐๐֪履修֖֩בՓֽ֞ՒԟԌԙӨԏՂԷՀԺՇԸҦԋՔB֮ᅢ֙A׊

（ӽ）ड༎༷੄૙ࢷ୤ҧ֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊4׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ֖֞֟Ւ२学ৼ履修֦֌׊ऎኬ֮ମ໋1ऎኬ֧֘

փՓ֩׈֩֯׋֐๐֪履修֖֩בՓֽ֞ՒԟԌԙӨԏՂԷՀԺՇԸҧԋՔB֮ᅢ֙A׊
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༶ဴੱࡿ

ᅢ修 ๰༖ (ೀ໲֮ᅋඛઌ஬౧Ӵ DP1 DP2 DP3 DP4

国際ทಓ入኷Ҧ ӻՔӼ 2 ௨ဿ෉ { {

国際ทಓ入኷ҧ ӻՔӼ 2 ௗ年度्஬֚֙Ӳ౅቎Ӵ { {

国際ทಓ入኷Ҩ ӻՔӼ 2 ൚ી { {

国際ทಓ入኷ҩ ӻՔӼ 2 ௗ年度्஬֚֙ { {

ทಓ学入኷ ӻՔӼ 2 ๶౅ { {

॒୪ౝ入኷ ӻՔӼ 2 ස౅ { {

国際ሓ学入኷ ӻՔӼ 2 ఘব { {

ඏ॔学入኷ ӻՔӼ 2 ႏ࢏ { {

ऌ໖Ք׵بל׭՛Ꭺ入኷ ӻՔӼ 2 ଜྭ { {

ೂवࡰད֧ँؠ՛؅آץ ӻՔӼ 2 ஸᄂ { {

ಲ๯࿨ᇌൻᎪ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ᄫኾ് { {

؎՛פ׸׬Քט׼״׮Ҧ ӻՔӼ 2 ਺ఞ { {

؎՛פ׸׬Քט׼״׮ҧ ӻՔӼ 2 ᄫኾ୯ { {

؎՛פ׸׬Քט׼״׮Ҩ ӻՔӼ 2 ฬ౅ { {

՛׬؞׻؟Ք״՛ؚ؉بר ӻՔӼ 2 ฬ౅Ք࿵ኾՔཟၾՔఘ቎ { {

ೂवྔ௮ሓ入኷ ӻՔӼ 2 ྺဂ { {

ೂवျ૱学Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ఘ቎஺ { {

႘቎୤ੱࡱ学㕺 ӻՔӼ 2 ࡮ೢ { {

႘቎ᇌ学ଞ੄Ҧ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ 㕺ӱ፷ኪ֔Ӡ㕻ӱ఍๖ { {

ӨԒԵՆՂԱՂԴԵՎՔӨԙԱՋՆԵՂԳԵ

ԗՂՃՋՀԵՇՔԚՃՇՈԱԶԱՂԵՎԸԱԴ

ҧ㕺Ք㕻Ӡؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 २ӻ ࣰ໠ՔწᄂՔ་༑Քဂ໠ሰ { {

ӨԒԵՆՂԱՂԴԵՎՔSuzukiՔဂཨ

ԐԺԷԵՆՔฬဥ

ӨԗՂՃՋՀԵՇՔԒԵՆՂԱՂԴԵՎ

ԚՃՇՈԱԶԱՂԵՎԸԱԴՔԙԱՋՆԵՂԳԵ

ఢᇌ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ २ӻ ᇚ౅Քࣰ໠ՔწኪՔწᄂՔԋՆՇԸԱՊՇԽԱԺԱՔԐԺԷԵՆ { {

ԋӱ؄ט׼՛بՔӨԗՂՃՋՀԵՇ

Ԍӱب׵؟ՔԗՂՃՋՀԵՇ

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҦ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ب׾ب؞ץՔب׵؟ { {

ץب՛؀؞؋ט׻פח୤ࢷ ӻՔӼ 2 ᦁဂՔࣰ໠Ք಍ᅐ { {

ಐಈࢷ୤ ӼՔӽ 2 ᦁဂՔ಍ᅐ { {

ԋӱૄဂՔᦁဂՔሾኾՔ໠ੲՔઝဿ

ԌӱᦁဂՔᄫኾ୯Քฬ౅Քઝဿ

㖉㕻㖅ӨԏՂԷՀԺՇԸӨҧ㕺Ք㕻 ӼՔӽ २Ӽ ب؄՛ט׼ { {

ཨ国୤Ҧ㕺Ք㕻 1 २ӻ ࣪ { {

ཨ国୤ҧ㕺Ք㕻 1 २ӻ ၼຘ { {

ཨ国୤Ҩ㕺Ք㕻 2 २ӻ ࣪ { {

ཨ国୤ҩ㕺Ք㕻 2 २ӻ ་ኾ { {

৚国୤Ҧ㕺Ք㕻 1 २ӻ ൚෕Քઞ { {

৚国୤ҧ㕺Ք㕻 1 २ӻ ൚෕Քઞ { {

৚国୤Ҩ㕺Ք㕻 2 २ӻ ൚෕Ӡ { {

৚国୤ҩ㕺Ք㕻 2 २ӻ ൚෕Քઞ { {

{ {

{ {

{ {

{ {

{ {

؞
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㕺Ք㕻ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷ

Ҧ㕺Ք㕻ؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ 1 २ӻ

२ӻ2

२ӻ

२ӻ

२ӻ

୤֦ၥֿ国際関係入኷㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ

वᎭ㕺Ք㕻ࢷ ӻՔӼ

㕺Ք㕻ب؜׬՛׻بױء،୤ࢷ ӼՔӽ

ऎኬૌ ऎኬ኎ ვဴ年಑
༳ࡔ෾ ،׸ؓؕ؞ؚע؟נ
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履ӠӠ修ӠӠሑӠӠሓ

ԙԍӻפ׸ؔ׼נחՔ׬؞׻؟՛

国際関係学ऎ֪։փ֥֮ӣ国際関係学ऎԙԍӻפ׸ؔ׼נחՔ׬؞׻؟՛֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊8׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ

ԙԍӼࢷ୤צ؀ؚؔר՛ب؜׬

փՓ֩׈֩֯׋֐修ၜ֖֩בԋՔBָ֥֭֘ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷҧԋՔBਸֲؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ҦԋՔBӣؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊（1）

（2）ड༎༷੄૙ࢷ୤Ҧ֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊4׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ֖֞֟Ւ२学ৼ履修֦֌׊ऎኬ֮ମ໋1ऎኬ֧֘׊Փ

ֽ֞ՒԟԌԙӨԏՂԷՀԺՇԸҦԋՔB֮ᅢ֙ԋב๐֪履修֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ

（3）ड༎༷੄૙ࢷ୤ҧ֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊4׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ֖֞֟Ւ२学ৼ履修֦֌׊ऎኬ֮ମ໋1ऎኬ֧֘׊Փ

ֽ֞ՒԟԌԙӨԏՂԷՀԺՇԸҧԋՔB֮ᅢ֙ԋב๐֪履修֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ

ԙԍӽདࡰಲ๯፛

（1）དࡰସ୤֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֦ց׊ӣཨ国୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ৚国୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ؊ب؉؟ט୤ҦԋՔB⿤ ҩԋՔBӣ׹י׾୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ

修ၜ֖֩בࡔ1ସ୤8༳׈֊୤ҦԋՔB ⿤ҩԋՔBӣ႘቎୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔB֭օ֠ח׬୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ୵بי؏׮୤ҦԋՔB⿤ҩԋՔBӣ׮ب؞؊

փՓ֖֞֟ӣ႘቎୤ҦԋՔB⿤֩׈֩֯׋֐ ҩԋՔB֮ጽ学生֪଺׊Փփ֭֙׋ସ୤ׁ၍ࡴ年度ၾ֪ҦԋՔBӣҧԋՔB（ֽ֮֞ҨԋՔBӣҩԋՔB）֧ᎌ

໗֖֥履修֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ

（2）དࡰଞ੄Ք؊ט՛ؤ׾ؠ՛֪פ౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊8׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ
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༶ဴੱࡿ

ᅢ修 ๰༖ (ೀ໲֮ᅋඛઌ஬౧Ӵ DP1 DP2 DP3 DP4

国際ସ୤ᇌँ入኷Ҧ ӻՔӼ 2 ᦁဂ { {

国際ସ୤ᇌँ入኷ҧ ӻՔӼ 2 ᇚ౅ { {

国際ସ୤ᇌँ入኷Ҩ ӻՔӼ 2 ૄဂ { {

国際ସ୤ᇌँ入኷ҩ ӻՔӼ 2 ௗ年度्஬֚֙ { {

ᄾॵᇌँ入኷Ҧ ӻՔӼ 2 ૄဂ { {

ᄾॵᇌँ入኷ҧ ӻՔӼ 2 ᇚ౅ { {

ᄾॵᇌँ入኷Ҩ ӻՔӼ 2 ౨ဂ { {

႘቎౩ມౝ㕺Ք㕻 ӻՔӼ २Ӽ ᇓ౅ { {

ೂव֧ᇌँ֭ח׬آ ӻՔӼ 2 ቋၾ { {

ཨञ଑֭ೂव֧ᇌँ ӻՔӼ 2 ၼຘ { {

৚国ྋ๵֭ೂव֧ᇌँ ӻՔӼ 2 ൚෕ { {

ဪႊ֭ח׭חೂव֧ᇌँ ӻՔӼ 2 ࣜఞ { {
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履ӠӠ修ӠӠሑӠӠሓ

ԙԍӻפ׸ؔ׼נחՔ׬؞׻؟՛

国際ସ୤ᇌँ学ऎ֪։փ֥֮ӣ国際ସ୤ᇌँ学ऎԙԍӻפ׸ؔ׼נחՔ׬؞׻؟՛֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊8׈༳בࡔ修ၜ֖֩֯׋֐

փՓ֩׈֩

ԙԍӼࢷ୤צ؀ؚؔר՛ب؜׬ （2023年度Ք2024年度入学生）

֯׋֐修ၜ֖֩בԋՔBָ֥֭֘ب؜׬՛צ؀ؚؔר୤ࢷҧԋՔBਸֲؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊ҦԋՔBӣؚ׬׸؟ץبיبؚؓ׬׸ء؊（1）

փՓ֩׈֩

（2）ड༎༷੄૙ࢷ୤Ҧ֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊4׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ֖֞֟Ւ२学ৼ履修֦֌׊ऎኬ֮ମ໋1ऎኬ֧֘

փՓ֩׈֩֯׋֐๐֪履修֖֩בՓֽ֞ՒԟԌԙӨԏՂԷՀԺՇԸҦԋՔB֮ᅢ֙ԋ׊

（3）ड༎༷੄૙ࢷ୤ҧ֪౪࿊֔֞׋ऎኬ֭օ֠֊4׈༳בࡔ修ၜ֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ֖֞֟Ւ२学ৼ履修֦֌׊ऎኬ֮ମ໋1ऎኬ֧֘׊Փ

ֽ֞ՒԟԌԙӨԏՂԷՀԺՇԸҧԋՔB֮ᅢ֙ԋב๐֪履修֖֩֩׈֩֯׋֐փՓ
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必修 選択

基礎経営学 商 必 1 2

会計学総論 商 必 1 2

簿記論　 商 必 1 2

基礎統計学Ⅰ 数 必 1 2

経営工学 数 必 1 2

基礎経済学 1 2

総合政策概論 2 2

行財政学概論 1 2

情報処理概論 情 必 1 2

経営情報システム概論 情 必 2 2

情報処理演習 情 必 1 2

情報リテラシⅠ 共 選 必 1 2

情報リテラシⅡ 情 必 1 2

プログラミング 商 必 2 2

観光学概論 1 2

基礎英語Ⅰ 商 必 1 1

基礎英語Ⅱ 商 必 1 1

英語会話Ⅰ 共 必 1 1

英語会話Ⅱ 共 必 1 1

英語講読Ⅰ 2 1

英語講読Ⅱ 2 1

検定英語Ⅰ 2 1

検定英語Ⅱ 2 1

スタートアップ演習 1 2

組織行動論 商 選 2 2

経営科目 企業論 1 2

国際経営論 1 2

多国籍企業論 3 2

国際比較経営論 商 必 3 2

起業家論 3 2

ベンチャービジネス論 3 2

経営戦略論 2 2 経営メジャー必修

経営史 1 2

商業論 商 必 2 2

マーケティングⅠ 商 必 1 2 経営メジャー必修

マーケティングⅡ 商 選 2 2

コーポレート・コミュニケーション 商 選 3 2

広告論 商 選 2 2

技術経営論 3 2

財務会計論 商 選 2 2

会社会計　　　　　 商 選 1 2

経営分析 商 選 2 2

経営組織論 商 選 2 2 経営メジャー必修

管理会計論 商 選 3 2

原価計算論 商 必 1 2 経営メジャー必修

監査論 3 2

税務会計論 商 必 3 2

経営財務論 商 選 3 2

職業指導論 商 必 3 2

消費者行動論 2 2

経営統計調査法Ⅰ 3 2

経営統計調査法Ⅱ 3 2

ビジネス実践 商 必 3 2 経営メジャー必修

人的資源管理論 2 2

国際人的資源管理論 2 2

学部基礎科目

令和６年度以降入学者用　科目一覧表

経営情報学部　　　　　専門科目

科目分類 授業科目の名称 教職
配当
年次

単位数
備             考

専

門

教

育

科

目
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必修 選択

経営情報学部　　　　　専門科目

科目分類 授業科目の名称 教職
配当
年次

単位数
備             考

公共政策論 2 2 総合政策メジャー必修

総合政策科目 ミクロ経済学 2 2

応用経済学 3 2

マクロ経済学 2 2

計量経済学 数 選 3 2

地域経済学 3 2

地域産業論 2 2

財政学 2 2

現代金融論 3 2

行政学 3 2

地方自治論 3 2

医療介護マネジメント論 3 2

保健医療システム論 2 2

地方財政論 3 2

社会保障政策論 2 2 総合政策メジャー必修

公共経済学　 3 2

地域福祉マネジメント論 3 2

医療介護政策論 3 2

日本国憲法 共 選 必 3 2

民法各論 3 2

法律学概論 3 2 総合政策メジャー必修

ビジネスロー 商 必 3 2

情報科学概論 情 必 1 2

情報科目 情報理論 数 必 2 2

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 数 必 2 2 データサイエンスメジャー必修

オブジェクト指向プログラミング 情 必 3 2

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 情 選 3 2

データベース 情 必 2 2

画像処理と認識 情 選 2 2

メディア処理論 情 必 3 2

人工知能 情 選 2 2 データサイエンスメジャー必修

情報セキュリティ 情 必 2 2

Ｗｅｂシステム開発演習 情 選 3 2

情報システム開発論 情 必 2 2

経営情報システム探究 情 必 3 2

情報社会と情報倫理 情 必 3 2

情報と職業 情 必 3 2

情報工学実習 情 必 3 2

テキストマイニング 3 2

シミュレーション 情 必 3 2

データサイエンス実習 3 2 データサイエンスメジャー必修

情報ネットワーク 情 必 2 2 データサイエンスメジャー必修

数理科目 微分と積分 数 必 1 2

行列とベクトル 数 必 1 2

経営数学 数 選 2 2

確率論 数 選 2 2

基礎統計学Ⅱ 数 選 1 2

数理統計学 数 選 3 2

多変量解析 数 選 3 2

時系列分析 数 選 2 2

情報数学 数 必 2 2

数理工学 数 選 2 2

基礎統計学演習 数 選 2 2

離散数学 数 必 1 2

代数学応用 数 必 3 2

幾何学応用 数 必 3 2

解析学応用 数 必 3 2

機械学習 数 選 3 2

専

門

教

育

科

目
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必修 選択

経営情報学部　　　　　専門科目

科目分類 授業科目の名称 教職
配当
年次

単位数
備             考

観光科目 観光産業論 2 2 観光マネジメントメジャー必修

観光経営人材論 2 2

観光マネジメント 2 2

国際観光論 2 2

観光政策論 2 2 観光マネジメントメジャー必修

観光経済学 2 2

観光調査法 3 2 観光マネジメントメジャー必修

観光情報システム 3 2

観光まちづくり論 2 2

地方創生論 3 2

異文化コミュニケーション 3 2

観光人類学 3 2

経営情報特別講義Ａ 1 2 「会計専門職を目指すための講義」充当

複合科目 経営情報特別講義Ｂ 3 2 「ビジネスマンに学ぶビジネス入門」充当

経営情報特別講義Ｃ 4 2

経営情報特別講義Ｄ 3 2 清水銀行「地域金融論」充当

経営情報特別講義Ｅ 2 2

経営情報特別講義Ｆ 2 2 「リスクマネジメント論」充当

経営情報特別講義G 2 2 「観光マネジメント」充当

経営情報特別講義H 2 2 「国際観光論」充当

経営情報特別講義Ｉ 2 2 「観光政策論」充当

経営情報特別講義J 2 2 「観光経済学」充当

経営情報特別講義K 3 2 「観光調査法」充当

経営情報特別講義L 3 2 「観光情報システム」充当

経営情報特別講義M 2

経営情報特別講義N 2 2 「観光学概論」充当

経営情報総合Ａ 3 2

経営情報総合Ｂ 3 2

経営情報総合Ｃ 1 2 ITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ試験合格をもって単位を与える
※2021年度入学生まで

経営情報総合Ｄ 1 2 基本情報技術者試験合格をもって単位を与える
※2021年度入学生まで

経営情報総合Ｅ 2 2 「観光産業論」充当

経営情報総合Ｆ 2 2 「観光経営人材論」充当

経営情報イノベーション特別講義Ａ 1 1

経営情報イノベーション特別講義Ｂ 1 1

英語科目 海外英語研修Ａ　 1 2

海外英語研修Ｂ　 1 2

海外英語研修Ｃ　 1 2

海外英語研修Ｄ 1 1

他学部開講科目 共 選 必 ８以内 教職「共選必」は日本国憲法Ａ又はB（～2012）

他大学等開講科目 12以内

演  習 基礎演習Ⅰ 1 1 １年前期

基礎演習Ⅱ 1 1 １年後期

基礎演習Ⅲ 2 1 ２年前期

基礎演習Ⅳ 2 1 ２年後期

研究融合演習Ⅰ 3 1

研究融合演習Ⅱ 3 1

研究導入演習 3 2 ３年前期 必修

演習Ⅰ 3 2 ３年後期 必修

演習Ⅱ 4 2 ４年前期 必修

卒業研究 卒業研究 4 6 ４年通年 必修

自 由 選 択
科 目

専

門

教

育

科

目
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必修 選択 教科 必修 選択

教育原理A 2 共通 2

教育原理B 2 共通 2

教師論 2 共通 2

教育社会学 3 共通 2

教育心理学 2 共通 2

特別支援教育 3 共通 1

総合学習の指導法 3 共通 2

教育課程・特別活動論 3 共通 2

教育方法 2 共通 1

教育における情報通信技術の活用 2 共通 1

生徒指導・進路指導論 3 共通 2

学校カウンセリング 3 共通 2

教育実習Ⅰ 4 共通 2

教育実習Ⅱ 4 共通 1

教職実践演習（高） 4 共通 2

日本国憲法　※3 2 2 共通 2

日本国憲法Ａ又はＢ 　※1 2 2 共通 2

身体運動科学Ａ又はＢ　※2 1 2 共通 2

英語会話Ⅰ 1 1 共通 1

英語会話Ⅱ 1 1 共通 1

情報リテラシⅠ 1 2 共通 2

※1　日本国憲法、日本国憲法Ａ、日本国憲法Ｂのうち１つを履修すること。

※2　身体運動科学Ａ、身体運動科学Ｂのうち１つを履修すること。

必修 選択 教科 必修 選択

数学科教育法Ⅰ 3 数 2

数学科教育法Ⅱ 3 数 2

情報科教育法Ⅰ 3 情 2

情報科教育法Ⅱ 3 情 2

商業科教育法Ⅰ 3 商 2

商業科教育法Ⅱ 3 商 2

配当
年次

学部（単位数） 教職（単位数）

令和６年度以降入学者用　教職科目一覧表

教育の基礎的理解に関する科目等

区分 授業科目の名称

教 科 及 び 教 科 の
指 導 法
に 関 す る 科 目

区分 授業科目の名称
配当
年次

学部（単位数） 教職（単位数）

教 育 の 基 礎 的
理 解 に 関 す る
科 目

道 徳 、 総 合 的 な
学 習 の 時 間 等 の
指 導 法 及 び
生 徒 指 導 、
教 育 相 談 等 に
関 す る 科 目

教 育 実 践 に
関 す る 科 目

教 職 関 連 科 目

各教科の指導法に関する科目
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経営分野 

総合政策分野 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

必修科⽬ 
メジャー 
必修科⽬ 

専⾨科⽬ 
DP3：企業・地域へ 

貢献する科⽬ 
DP4：実社会で役⽴つ科⽬ DP1：専⾨的 

知識・能⼒ 

 
学
部
基
礎
科
⽬
/
専
⾨
教
育
科
⽬ 

スタートアップ 
演習 

⽮印の先の科⽬を履修して、元の科⽬を未履修の場合には、元の科⽬を履修することが望ましい 

箱に囲まれた科⽬を履修する場合は、箱内のすべての科⽬を履修することが望ましい 

公共・⾏政・ 

地域 

経済・⾦融 

社会保障 

D
P
1
B 
 
総
合
政
策
に
関
す
る
専
⾨
的
知
識
・
能
⼒ 

法律 
⽇本国憲法 

現代⾦融論 

計量経済学 

公共経済学 

医療介護 
マネジメント論 

地域福祉 
マネジメント論 

応⽤経済学 

ビジネスロー 

地⽅財政論 

地域経済学 

法律学概論 

医療介護 
政策論 

 

⾏政学 

地⽅⾃治論 

⺠法各論 

マクロ経済学 

ミクロ経済学 

公共政策論 

社会保障 
政策論 

地域産業論 

財政学 

保健医療 
システム論 

総合政策概論 
 基礎経済学 

⾏財政学概論 

国際経営論 
国際⼈的資源 

管理論 多国籍企業論 D
P
1
A 
 
経
営
に
関
す
る
専
⾨
的
知
識
・
能
⼒ 

マーケティング 

消費者⾏動論 

経営 

会計学総論 

簿記論 

管理会計論 

監査論 税務会計論 

原価計算論 

経営財務論 

会計 

経営統計調査法Ⅰ 
経営統計調査法Ⅱ 

財務会計論 経営分析 

 
企業論 

基礎経営学 

国際⽐較経営論 

 
組織⾏動論 

経営戦略論 ベンチャー 
ビジネス論  

起業家論 

ビジネス実践 

 

経営組織論 

⼈的資源 
管理論 

マーケティング
Ⅱ 

マーケティング
Ⅰ 

会社会計 

商業論 

広告論 

職業指導論 

コーポレート・ 
コミュニケーション 

経営情報学部 経営情報学科 カリキュラムツリー 令和 6（2024）年度以降⼊学⽣⽤ 
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観光分野 

数理分野 

情報分野 

情報リテラシⅠ 

 
学
部
基
礎
科
⽬
/
専
⾨
教
育
科
⽬ 

経営情報 
システム概論 

情報システム 
開発論 

情報と職業 

情報社会と 
情報倫理 

経営情報 
システム探究 

情報処理概論 情報処理演習 プログラミング 
アルゴリズムと
データ構造Ⅰ 

アルゴリズムと
データ構造Ⅱ 

Web システム 
開発演習 

情報科学概論 

情報 
ネットワーク データベース 

オブジェクト指向
プログラミング 

情報⼯学実習 

情報 
セキュリティ 

情報理論 

⼈⼯知能 

画像処理と認識 

データサイエンス 
実習 シミュレーション 

メディア処理論 
テキスト 

マイニング 

情報社会 

プログラミング 

要素技術 

データサイエンスと 
⼈⼯知能 

D
P
1
C 
 

情
報
に
関
す
る
専
⾨
的
知
識
・
能
⼒ 

必修科⽬ 
メジャー 
必修科⽬ 専⾨科⽬ DP3：企業・地域へ 

貢献する科⽬ 
DP4：実社会で役⽴つ科⽬ DP1：専⾨的知

識・能⼒ 

微分と積分 ⾏列とベクトル 

離散数学 

解析学応⽤ 

代数学応⽤ 

幾何学応⽤ D
P
1
D 
 

数
理
に
関
す
る
専
⾨
的
知
識
・
能
⼒ 

機械学習 

多変量解析 

数理統計学 

情報数学 

確率論 

時系列分析 

数理⼯学 

基礎統計学Ⅱ 基礎統計学Ⅰ 

統計学と 

データサイエンス 

数理的能⼒ 

観光学概論 

観光産業論 

観光政策論 

観光 
経営⼈材論 

観光 
マネジメント 

観光経済学 

観光調査法 

国際観光論 

観光 
まちづくり論 

観光 
情報システム 

地⽅創⽣論 

異⽂化 
コミュニケーション 

D
P
1
E 
 

観
光
に
関
す
る
専
⾨
的
知
識
・
能
⼒ 

観光+経営 

観光+総合政策 

観光⼈類学 

観光+ 
データサイエンス 

観光+国際理解 

経営⼯学 経営数学 
経営⼯学と 
経営数学 

基礎統計学演習 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

⽮印の先の科⽬を履修して、元の科⽬を未履修の場合には、元の科⽬を履修することが望ましい 

箱に囲まれた科⽬を履修する場合は、箱内のすべての科⽬を履修することが望ましい 

（数理・データサイエンス・ 
AI ⼊⾨（全学共通科⽬）） 

情報リテラシⅡ 
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教職科⽬ 

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

ゼ
ミ
/
複
合
科
⽬ 

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅳ 基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅲ 

研究導⼊演習 演習Ⅰ 

演習Ⅱ 

卒業研究 

D
P
2 
 
研
究
の
課
題
設
定
・
探
究
・
表
現
す
る
能
⼒ 

研究融合演習 1 研究融合演習 2 

経営情報 
特別講義 

経営情報 
特別講義 

経営情報 
特別講義 

経営情報 
特別講義 

経営情報 
特別講義 

経営情報総合 経営情報総合 経営情報総合 経営情報総合 経営情報総合 

総合的な学び 

総合的な学び 

必修科⽬ 
メジャー 
必修科⽬ 専⾨科⽬ 

DP3：企業・地域へ 
貢献する科⽬ DP4：実社会で役⽴つ科⽬ DP1：専⾨的知

識・能⼒ 

⽮印の先の科⽬を履修して、元の科⽬を未履修の場合には、元の科⽬を履修することが望ましい 

箱に囲まれた科⽬を履修する場合は、箱内のすべての科⽬を履修することが望ましい 

英語科⽬ 

基礎英語Ⅰ 基礎英語Ⅱ 英語講読Ⅰ 英語講読Ⅱ 

英語会話Ⅰ 英語会話Ⅱ 検定英語Ⅰ 検定英語Ⅱ 

海外英語研修 海外英語研修 海外英語研修 海外英語研修 

学
部
基
礎
科
⽬
/
専
⾨
教
育
科
⽬ 

D
P
1
F 
 

英
語
に
関
す
る
専
⾨
的
知
識
・
能
⼒ 

経営情報 
特別講義 

経営情報総合 

経営情報学部ディプロマ・ポリシー（DP） 

１．「経営」「総合政策」「データサイエンス」「観光マネジメント」「数理」を深く学ぶことによって、それらを活用することができる能力を身に付けている。 

２．自ら研究課題を設定し、必要な情報を収集・分析して、論理的な思考力によって課題を探究し、克服していく能力と、自己の見解を文字及び口頭で表現

できる能力を備えている。 

３．企業や地域社会への高い関心とそれらへの貢献に対する意欲を持ち、社会の様々な場で円滑なコミュニケーションを図ることができる。 

４．習得した知識や技能を柔軟に応用し、実社会で十分に活躍できる能力がある。 

 

※カリキュラムマップ・ツリーでは、A：経営、B：総合政策、C：データサイエンス、D:数理、E：観光マネジメント、F：英語、G：教職に関連するものとし

て表記している。（例：DP１A→ディプロマ・ポリシーの№１のうち、「経営」に関連するもの） 

 

教
職
科
⽬ 

教師論 教育社会学 

教育⽅法 

 

教育課程・ 
特別活動論 

学校 
カウンセリング 

教育実習Ⅰ, Ⅱ 
教職実践演習 

（⾼） 

数学科教育法Ⅰ 数学科教育法Ⅱ 

情報科教育法Ⅰ 情報科教育法Ⅱ 

情報科教育法Ⅰ 情報科教育法Ⅱ 

教育の 

基礎的理解 

⽣徒指導、 
教育相談等 

教育実践 

教科及び 
教科の指導法 

D
P
1
G 
 

教
育
に
関
す
る
専
⾨
的
知
識
・
能
⼒ 

 

総合学習の 
指導法 

⽣徒指導・ 
進路指導論 

 

教育原理 A, B 

教育⼼理学 

特別⽀援教育 

教育における 
情報通信技術の 

活⽤ 
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令和6（2024）年度以降入学生用

DP1 DP3 DP4

専

門

的

知

識

・

能

力

企

業

・

地

域

へ

の

貢

献

実

社

会

で

役

立

つ

数理・データサイエンス・AI入門 ○ 1 ○

スタートアップ演習 ○ 1

基礎経営学 ○ 1 ○ ○ ○

簿記論 ○ 1 ○ ○

会計学総論 ○ 1 ○ ○ ○

行財政学概論 ○ 1 ○ ○ ○

基礎経済学 ○ 1 ○ ○

総合政策概論 ○ 2 ○ ○ ○
数理・データサイエンス・AI入門（全学共通科目） ○ 1 ○

情報リテラシⅠ ○ 1 ○ ○

情報リテラシⅡ ○ 1 ○ ○

情報処理概論 ○ 1 ○ ○

情報処理演習 ○ 1 ○ ○

経営情報システム概論 ○ 2 ○ ○

プログラミング ○ 2 ○ ○

基礎統計学Ⅰ ○ 1 ○

経営工学 ○ 1 ○

観光学概論 ○ 1 ○ ○

基礎英語Ⅰ ○ 1 ○

基礎英語Ⅱ ○ 1 ○

英語会話Ⅰ ○ 1 ○

英語会話Ⅱ ○ 1 ○

英語講読Ⅰ ○ 2 ○

英語講読Ⅱ ○ 2 ○

検定英語Ⅰ ○ 2 ○

検定英語Ⅱ ○ 2 ○

経営情報学部　経営情報学科　カリキュラムマップ

教育研究上の目的

情報処理能力とマネジメント力を兼ね備え
た、企業や地域社会に貢献することができる
人材を養成する。

学位授与方針（ディプロマポリシー）

1. 「経営」「総合政策」「データサイエンス」「観光マネジメント」「数理」を

深く学ぶことによって、それらを活用することができる能力を身に付けて

いる。

2. 自ら研究課題を設定し、必要な情報を収集・分析して、論理的な思考

力によって課題を探究し、克服していく能力と、自己の見解を文字及び

口頭で表現できる能力を備えている。

3. 企業や地域社会への高い関心とそれらへの貢献に対する意欲を持

ち、社会の様々な場で円滑なコミュニケーションを図ることができる。

4. 習得した知識や技能を柔軟に応用し、実社会で十分に活躍できる能

力がある。

全学共通科目

学

部

基

礎

科

目

備　考科目区分 授業科目名
必

修

選

択

配

当

年

次
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企業論 ○ 1 ○ ○

国際経営論 ○ 1 ○ ○

経営組織論 ○ 2 ○ ○ 経営メジャー必修

人的資源管理論 ○ 2 ○ ○

経営戦略論 ○ 2 ○ ○ 経営メジャー必修

組織行動論 ○ 2 ○ ○

国際人的資源管理論 ○ 2 ○ ○

起業家論 ○ 3 ○ ○

ビジネス実践 ○ 3 ○ ○ ○ 経営メジャー必修

国際比較経営論 ○ 3 ○ ○ ○

多国籍企業論 ○ 3 ○ ○

職業指導論 ○ 3 ○ ○

ベンチャービジネス論 ○ 3 ○ ○ ○

コーポレート・コミュニケーション ○ 3 ○ ○ ○

マーケティングⅠ ○ 1 ○ ○ ○ 経営メジャー必修

マーケティングⅡ ○ 2 ○ ○ ○

消費者行動論 ○ 2 ○ ○ ○

商業論 ○ 2 ○ ○ ○

広告論 ○ 2 ○ ○ ○

経営統計調査法Ⅰ ○ 3 ○ ○ ○

経営統計調査法Ⅱ ○ 3 ○ ○ ○

会社会計 ○ 1 ○ ○

原価計算論 ○ 1 ○ ○ 経営メジャー必修

財務会計論 ○ 2 ○ ○

経営分析 ○ 2 ○ ○

経営財務論 ○ 3 ○ ○

税務会計論 ○ 3 ○ ○

管理会計論 ○ 3 ○ ○

監査論 ○ 3 ○ ○

財政学 ○ 2 ○ ○ ○

地域産業論 ○ 2 ○ ○

公共政策論 ○ 2 ○ ○ ○

行政学 ○ 3 ○ ○ ○

地方自治論 ○ 3 ○ ○ ○

地域経済学 ○ 3 ○ ○

地方財政論 ○ 3 ○ ○ ○

マクロ経済学 ○ 2 ○ ○

ミクロ経済学 ○ 2 ○ ○

現代金融論 ○ 3 ○ ○

計量経済学 ○ 3 ○ ○

応用経済学 ○ 3 ○ ○ ○

公共経済学 ○ 3 ○ ○

社会保障政策論 ○ 2 ○ ○ 総合政策メジャー必修

保健医療システム論 ○ 2 ○ ○

医療介護政策論 ○ 3 ○ ○

地域福祉マネジメント論 ○ 3 ○ ○

医療介護マネジメント論 ○ 3 ○ ○

法律学概論 ○ 3 ○ ○ 総合政策メジャー必修

民法各論 ○ 3 ○ ○ ○

日本国憲法 ○ 3 ○ ○

ビジネスロー ○ 3 ○ ○

総合政策科目

専

門

教

育

科

目

経営科目
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情報システム開発論 ○ 2 ○ ○

情報と職業 ○ 3 ○

情報社会と情報倫理 ○ 3 ○

経営情報システム探究 ○ 3 ○

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ ○ 2 ○ ○ データサイエンスメジャー必修

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ ○ 3 ○

オブジェクト指向プログラミング ○ 3 ○

Webシステム開発演習 ○ 3 ○ ○

情報科学概論 ○ 1 ○

情報ネットワーク ○ 2 ○ ○ データサイエンスメジャー必修

情報セキュリティ ○ 2 ○

データベース ○ 2 ○ ○

情報工学実習 ○ 3 ○ ○

情報理論 ○ 2 ○

人工知能 ○ 3 ○ データサイエンスメジャー必修

画像処理と認識 ○ 2 ○

データサイエンス実習 ○ 3 ○ ○ データサイエンスメジャー必修

メディア処理論 ○ 3 ○

シミュレーション ○ 3 ○ ○

テキストマイニング ○ 3 ○ ○

微分と積分 ○ 1 ○

離散数学 ○ 1 ○

行列とベクトル ○ 1 ○

情報数学 ○ 2 ○

代数学応用 ○ 3 ○

幾何学応用 ○ 3 ○

解析学応用 ○ 3 ○

基礎統計学Ⅱ ○ 1 ○

数理工学 ○ 2 ○

確率論 ○ 2 ○

基礎統計学演習 ○ 2 ○

時系列分析 ○ 2 ○

機械学習 ○ 3 ○

数理統計学 ○ 3 ○

多変量解析 ○ 3 ○

経営数学 ○ 2 ○

観光産業論 ○ 2 ○ ○ 観光マネジメントメジャー必修

観光マネジメント ○ 2 ○ ○

観光経営人材論 ○ 2 ○ ○

観光政策論 ○ 2 ○ ○ 観光マネジメントメジャー必修

観光まちづくり論 ○ 2 ○ ○

観光経済学 ○ 2 ○ ○

地方創生論 ○ 3 ○ ○

観光調査法 ○ 3 ○ ○ 観光マネジメントメジャー必修

観光情報システム ○ 3 ○ ○

国際観光論 ○ 2 ○ ○

異文化コミュニケーション ○ 3 ○

観光人類学 ○ 3 ○

経営情報特別講義A〜N ○ ○

経営情報総合A〜F ○ ○

英語科目 海外英語研修A〜D ○ ○

他学部開講科目 ○ ○ 8単位以内

他大学等開講科目 ○ ○ 12単位以内

基礎演習Ⅰ ○ 1 ○

基礎演習Ⅱ ○ 1 ○

基礎演習Ⅲ ○ 2 ○

基礎演習Ⅳ ○ 2 ○

研究融合演習Ⅰ ○ 3 ○

研究融合演習Ⅱ ○ 3 ○

研究導入演習 ○ 3 ○

演習Ⅰ ○ 3 ○

演習Ⅱ ○ 4 ○

卒業研究 卒業研究 ○ 4 ○

専

門

教

育

科

目

自由選択科目

演習

観光科目

複合科目

情報科目

数理科目
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教育原理A ○ 2 ○

教育原理B ○ 2 ○

教師論 ○ 2 ○

特別支援教育 ○ 3 ○

教育心理学 ○ 2 ○

教育社会学 ○ 3 ○

教育方法 ○ 2 ○

教育における情報通信技術の活用 ○ 2 ○

総合学習の指導法 ○ 3 ○

生徒指導・進路指導論 ○ 3 ○

教育課程・特別活動論 ○ 3 ○

学校カウンセリング ○ 3 ○

教育実習Ⅰ ○ 4 ○

教育実習Ⅱ ○ 4 ○

教職実践演習（高） ○ 4 ○

数学科教育法Ⅰ ○ 3 ○

数学科教育法Ⅱ ○ 3 ○

情報科教育法Ⅰ ○ 3 ○

情報科教育法Ⅱ ○ 3 ○

商業科教育法Ⅰ ○ 3 ○

商業科教育法Ⅱ ○ 3 ○

◎（当てはまる）○（一部当てはまる）

専

門

教

育

科

目
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必修 選択

運動 身体運動科学 1 通 2 132

研修 海外英語研修 1・2・3・4 2

日本国憲法 1 後 2 134

教育学 2 後 2 136

基礎セミナーⅠ 1 前 1 138

基礎セミナーⅡ 2 前 1 140

フレッシュマンイングリッシュⅠ 1 前 1 142

フレッシュマンイングリッシュⅡ 1 前 1 143

フレッシュマンイングリッシュⅢ 1 後 1 144

フレッシュマンイングリッシュⅣ 1 後 1 146

英語コミュニケーションⅠ 2 前 1 148

英語コミュニケーションⅡ 2 後 1 149

身体と心のセクシュアリティ 1 前 1 151

人間関係論Ⅰ 1 前 1 152

人間関係論Ⅱ 1 前 1 153

臨床心理学 2 後 1 154

健康行動論 2 前 1 155

運動と健康の生理学 1 前 1 156

健康環境論 1 前 1 157

医療・看護経済論 2 前 1 158

国際看護論 2 後 1 159

機能形態学Ⅰ 1 前 2 160

機能形態学Ⅱ 1 後 2 162

生物化学 1 前 1 164

基礎健康科学演習 1 後 2 166

症候論 1 後 2 169

微生物学 1 後 1 171

臨床薬理学 2 前 2 173

臨床栄養学 2 前 2 175

病態学 2 前 2 177

公衆衛生学 1 前 2 179

社会福祉論 1 後 1 181

保健福祉行政論 2 前 2 183

保健医療統計学 1 前 2 185

情報処理演習 1 後 1 187

疫学 2 後 2 189

49（選択4含む）基礎分野Ⅰ＋基礎分野Ⅱ＋専門基礎分野　　単位数計

授
業
科
目
の
概
要

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

専
門
基
礎
分
野

～1*

開講
学期

授業科目の名称

基
礎
分
野
Ⅱ

基
礎
分
野
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
必
修
 
 

単
位
＋
選
択
4
単
位

必
修
7
単
位

英
語
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

人
間
と
人
間
生
活

の
理
解

人
体
の

構
造
と

機
能

疾
病
の
成
り
立
ち

と
回
復
の
促
進

主体性と判断
力の育成

授業科目一覧表【令和4年度以降　入学者用】
看護学部履修細則別表１

前・後1・2・3・4

各
2
～
1

修得必要単位

単
位
以
上
選
択

配当
年次

単位数

教育

第2部門

第3部門

総合科目

基
礎
分
野
Ⅰ

(

全
学
共
通
科
目

)

第1部門

頁

2単位選択必修

2単位選択必修

10

28

36

129
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必修 選択

看護学概論 1 前 2 191

基礎看護技術Ⅰ 1 前 1 193

看護コミュニケーション論 1 前 1 195

基礎看護技術Ⅱ 1 後 2 196

基礎看護技術Ⅲ 1 後 1 198

看護アセスメント演習 2 前 1 200

看護アセスメント方法論 2 前 1 202

基礎看護技術Ⅳ 2 後 1 204

看護と倫理※ 2 後 1 206

基礎看護学実習Ⅰ 1 前 1 207

基礎看護学実習Ⅱ 2 通 2 208

慢性看護学概論 2 後 2 210

慢性看護援助論演習 2 後 1 212

慢性看護学実習　 3 後 2 214

急性期看護学概論 3 前 2 216

急性期看護援助論演習 3 前 1 218

急性期看護学実習 3 後 2 220

老年看護学概論   2 後 2 222

老年看護援助論 2 後 1 224

老年看護学演習　 3 前 1 225

老年看護学実習 3 後 2 227

母性看護学概論 2 前 1 228

母性看護援助論Ⅰ　 2 後 1 230

母性看護援助論Ⅱ 3 前 1 231

母性看護学演習　 3 前 1 233

母性看護学実習 3 後 2 235

小児看護学概論 2 後 2 237

小児看護援助論　　　 3 前 1 239

小児看護学演習　 3 前 1 241

小児看護学実習　 3 後 2 243

精神看護学概論 2 後 2 245

精神看護援助論 3 前 1 247

精神看護学演習　 3 前 1 248

精神看護学実習 3 後 2 250

地域包括ケア 1 後 1 252

災害看護セミナー 2 後 1 253

地域家族支援論 2 後 2 255

在宅看護学概論 3 前 2 257

在宅看護学演習 3 前 1 259

在宅看護学実習 3 後 2 261

必
修
　
　
単
位

配当
年次

開講
学期

単位数
頁 修得必要単位

専
門
分
野
Ⅱ

専
門
分
野
Ⅰ

授
業
の
概
要

専
門
分
野

統
合
分
野

授業科目の名称
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必修 選択

公衆衛生看護学概論 1 後 2 263

ヘルスプロモーション 2 前 1 265

国際保健・災害看護論 2 前 2 267

保健医療システム論 2 後 1 269

コミュニティ・アセスメント論 2 後 1 270

公衆衛生看護活動論Ⅰ 2 後 2 271

公衆衛生看護学実習Ⅰ 2 後 1 273

公衆衛生看護活動論Ⅱ 3 前 2 274

公衆衛生看護管理論Ⅰ 3 前 1 276

公衆衛生看護管理論Ⅱ 4 後 1 278

公衆衛生看護方法論 3 前 2 280

公衆衛生看護学演習 3 後 1 282

公衆衛生看護学実習Ⅱ 4 前 284

公衆衛生看護学実習Ⅲ 4 前 2 285

多職種連携実習 3 通 1 287

看護研究 3 前 1 288

卒業研究A 3 通 2 290

卒業研究B 4 通 2 291

臨床シミュレーションEBN実習 4 前 2 292

国際保健・看護演習 4 前 1 294

国際保健・看護実習 4 通 2 295

発展看護実習 4 通 296

感染看護演習アドバンス 4 通 1 297

看護管理論 4 後 1 299

看護キャリアデザイン論 4 後 2 300

看護政策論 4 後 1 302

77（選択2含む）

126

＊基礎分野Ⅰ（全学共通科目）の必修科目「数理・データサイエンス・AI入門」は、必ず修得すること。

 【海外英語研修の履修・認定方法】

　　　　ア　「海外英語研修単位認定申請書」

統
合
分
野

授
業
科
目
の
概
要

2（選択必修）

2（選択必修）

　　※ただし本学入学以前に終了したものについては認められない。また、修了証明書の提示がない場合は、単位を認定できない。

　（1）本学部が認定した３週間あるいは４週間のコースを修了した学生に２単位を認定する。
　　　本学部授業期間中の履修については、原則として単位を認定しない。

※基礎分野Ⅰ(全学共通科目)の「しずおか学」科目群については、卒業までに2単位以上修得すること。

　（２）成績は本学で認定する。

　（３）学生は、所定の期日までに事務局学生室へ以下の書類を添えて単位認定を申請する。

専門分野　　単位数：計

　
　
必
修
 
 

単
位
+
選
択
2
単
位

　　　　イ　認定されたコースの修了書オリジナルとそのコピー

　　　　ウ　担当教員よりＳｔｕｄｅｎｔ　Report等の成績証明書が渡されている場合には、オリジナルとそのコピー

※卒業に必要な最低修得単位数は126単位である。卒業認定に必要な単位を修得することで、「看護師」の国家試験受験資格を得られる。

※さらに「保健師国家試験受験資格要件」で指定された11単位を修得することで「保健師」の国家試験受験資格を得られる。
　保健師国家試験受験資格取得を希望する場合は、3年前期に公衆衛生看護活動論Ⅱ（2単位）、公衆衛生看護管理論Ⅰ（1単位）、公衆衛生
看護方法論（2単位）を修得すること。
　保健師国家試験受験資格取得の科目履修者として選抜された場合は、3年後期に公衆衛生看護学演習（1単位）、4年前期に公衆衛生看護
学実習Ⅱ（2単位）、公衆衛生看護学実習Ⅲ（2単位）、4年後期に公衆衛生看護管理論Ⅱ（1単位）を修得することで、保健師国家試験受験資
格が得られる。

専
門
分
野

卒業要件(最低単位数）

授業科目の名称
配当
年次

開講
学期

単位数
頁 修得必要単位

※保健師国家試験受験

資格要件

指定7科目11単位

27

※公衆衛生看護学実習Ⅱ

と 発展看護実習

いずれか選択必修
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必修 選択

運動 身体運動科学 1 3 通 2 132

研修 海外英語研修 1・2・3・4 2

日本国憲法 1 3 後 2 134

教育学 2 3 後 2 136

基礎セミナーⅠ 1 3 前 1 138

基礎セミナーⅡ 2 4 前 1 140

フレッシュマンイングリッシュⅠ 1 3 前 1 142

フレッシュマンイングリッシュⅡ 1 3 前 1 143

フレッシュマンイングリッシュⅢ 1 3 後 1 144

フレッシュマンイングリッシュⅣ 1 3 後 1 146

英語コミュニケーションⅠ 2 4 前 1 148

英語コミュニケーションⅡ 2 4 後 1 149

身体と心のセクシュアリティ 1 3 前 1 151

人間関係論Ⅰ 1 3 前 1 152

臨床心理学 2 3 後 1 154

健康行動論 2 4 前 1 155

健康環境論 1 3 前 1 157

医療・看護経済論 2 3 前 1 158

国際看護論 2 3 後 1 159

機能形態学Ⅰ 1 3 前 2 160

機能形態学Ⅱ 1 3 後 2 162

生物化学 1 3 前 1 164

基礎健康科学演習 1 3 後 2 166

症候論 1 3 後 2 169

微生物学 1 3 後 1 171

臨床薬理学 2 4 前 2 173

臨床栄養学 2 4 前 2 175

病態学 2 4 前 2 177

公衆衛生学 1 3 前 2 179

社会福祉論 1 3 後 1 181

保健福祉行政論 2 4 前 2 183

保健医療統計学 1 3 前 2 185

情報処理演習 1 3 後 1 187
専門分野Ⅰ 看護と倫理 2 4 後 1 206

地域包括ケア 1 3 後 1 252

災害看護セミナー 2 4 後 1 253

地域家族支援論 2 3 後 2 255

公衆衛生看護学概論 1 3 後 2 263

ヘルスプロモーション 2 4 前 1 265

国際保健・災害看護論 2 4 前 2 267

保健医療システム論 2 4 後 1 269

コミュニティ・アセスメント論 2 4 後 1 270

看護研究 3 3 前 1 288

卒業研究A 3 3 通 2 290

卒業研究B 4 4 通 2 291

発展看護実習 4 4 通 2 296

感染看護演習アドバンス 4 4 通 1 297

看護管理論 4 4 後 1 299

看護キャリアデザイン論 4 4 後 2 300

看護政策論 4 4 後 1 302

66単位

＊基礎分野Ⅰ（全学共通科目）の必修科目「数理・データサイエンス・AI入門」は、必ず修得すること。

看護学部履修細則別表２

授
業
科
目
の
概
要

授業科目の名称 配当年次
編入

配当年次
開講
学期

単位数
修得必要単位

基
礎
分
野
Ⅰ

(

全
学
共
通
科
目

)

必
修
8
単
位

英
語
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

第1部門

1・2・3・4 前・後 1*

各
2
～
1第3部門

総合科目

基
礎
分
野
Ⅱ

教育

主
体
性
と

判
断
力
の

育
成

専
門
分
野

必
修
 
 

単
位

統
合
分
野

※ 基礎分野Ⅰ(全学共通科目)の「しずおか学」科目群については、卒業までに2単位以上修得すること。

授業科目一覧表【令和4年度以降　編入学生（3年課程修了生用】        

～

頁

単位数：計

専
門
基
礎
分
野

人
間
と
人
間
生
活

の
理
解

必
修
 
 

単
位

人
体
の
構
造

と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち

と
回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

 
 

単
位
以
上
選
択
必
修

第2部門 10

26

22

36
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静岡県立大学看護学部カリキュラムツリー（令和 4年度カリキュラム対応） 

    

    

  

  

                  

     

     

     

    
    

         
    

     

    
    

      
            

   

      
          

      

             

     

       
          
           
        
           
          

           
           
           
           
            
           
            
            

           
      
        
      
       

            
    
         

       
            
         

            
        
     
               

           
            
            
            
      

      
        
        

           
       
            

           
        
        

          
          
          
          
         

         
         

        
       

      
        
          
         
 

       
          
      
        

       
    
       
    

       
   

       
    
       
   

       
    
       
    

      
         
       
       

      
          
      

      
        
      

     

    

           

         
 
         
  
         

    
               
            
       

     

      

     

     
        
        

                         

カリキュラムツリーは、授業科目の順序性・体系性をディプロマ・ポリシーと関連付けて示した図のことである。
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静岡県立大学教務委員会規程 

平成19年4月1日 規程第46号 

改正 平成 19年 7月 26 日、平成 20 年 8 月 22 日 

平成 24 年 4 月 1 日、平成 30年 5月 11 日 

 

 （設置） 

第１条 静岡県立大学（以下「本学」という。）における教務の円滑な遂行と改善を図る

ため、静岡県立大学学則第 22 条第１項の規定に基づき、本学に、静岡県立大学教務委

員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 教育課程、授業、試験等教務に関すること。 

(2) 学部基礎科目及び専門教育科目についての学部間協力に関すること。 

(3) 全学共通科目の運営・実施及び将来方向の検討に関すること。 

(4) 単位互換など他の大学等（国内の大学等に限る。）との連携に関すること。 

(5) 社会人教育（公開講座を除く。）に関すること。 

(6) 全学的教育充実のための調査研究及び企画立案に関すること。 

(7) 全学的な教務関係予算に関すること。 

(8) 前 7号に掲げるもののほか、教務についての学長からの諮問に関すること。 

(9) その他教務に関すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 学生部長 

(2) 学部ごとに、教授、准教授又は専任講師のうちから選出された者１人 

(3) 研究科ごとに、教授、准教授又は専任講師のうちから選出された者１人 

(4) 学府に属する、教授、准教授又は専任講師のうちから選出された者２人 

(5) 健康支援センター長 

(6) 情報センター長 

(7) 言語コミュニケーション研究センター長 

(8) キャリア支援センター長 

(9) 男女共同参画推進センター長 

(10) 学生室長 

(11) その他学長が指名する者 

２ 前項の場合において、副学長を置くときは、当該副学長を委員会の委員とする。 

 （委員の任期） 

第４条 前条第２号から第４号及び第 11 号の委員の任期は、１年とする。ただし、補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 前項の委員は、再任されることができる。 
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（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。ただし、委員の３分の１

以上の者の請求があったときは、委員長は委員会を招集しなければならない。 

２ 委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の

決するところによる。 

 （委員以外の者の出席） 

第７条 委員長が必要と認めるときは、委員会の議を経て、委員以外の者を会議に出席さ

せ、説明を求め、又は意見を述べさせることができる。 

 （専門部会） 

第８条 専門の事項を調査・審議するため必要があるときは、委員会に専門部会を置くこ

とができる。 

２ 専門部会に関し必要な事項は、委員会が別に定める。 

 （教育研究審議会への報告） 

第９条 委員長は、毎年度、委員会の審議状況について、報告書を作成し、３月 31 日ま

でに教育研究審議会に提出しなければならない。 

 （庶務） 

第 10条 委員会の庶務は、事務局において処理する。 

 （委任） 

第 11条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員

会に諮って定める。 

附 則 

１ この規程は、平成 19年４月１日から施行する。 

２ 委員長の選出については、第５条第１項の規程にかかわらず、当分の間、学長が第３

条各号に掲げる者のうちから指名するものとする。 

附 則 

この規程は、平成 19 年７月 26日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 20 年８月 22日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 24 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 30 年５月 11日から施行する。 
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静静岡岡県県立立大大学学情情報報教教育育部部会会内内規規  

  

（設  置） 

第１条 静岡県立大学教務委員会規程第８条の規定に基づき、情報教育部会を置く。 

（目  的） 

第２条 情報教育部会は、情報教育に関する科目の実施・運営及び情報教育に関する科目の将

来方向等を調査、審議することを目的とする。 

（組  織） 

第３条 情報教育部会は、次に掲げる委員をもって構成する。 

（１）  部会長 

（２）  各学部又は研究科から選出された委員 

（３）  その他学長が指名した者 

２ 部会長は、教務委員長が指名する。 

（委員の任期） 

第４条 前条第２号及び第３号の委員の任期は１年とする。ただし、補欠の委員の任期は、 

 前任者の残任期間とする。 

２ 前項の委員は、再任されることができる。 

（専門部門） 

第５条 情報教育部会は、情報教育に関する多様な情報教育 (以下、「プログラム」)、および、

文部科学省の数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）（以

下、「教育プログラム」）を含む専門の事項を調査・審議するため以下の専門部門を置

く。 

部

会 
部門 所掌事項 

情
報
教
育
部
会 

一般教育情報部門 

 

（１）他専門部門に属しない情報教育に関するプログラム

の立案、実施に関すること。 

（２）前号のプログラムの自己点検・評価に関すること。 

（３）前１号のプログラムの改善に関すること。 

（４）その他前３号に掲げる事項に付随すること。 

MDASH推進部門 

（１）教育プログラムの立案、実施に関すること。 

（２）教育プログラムの改善に関すること。 

（３）その他前２号に掲げる事項に付随すること。 

MDASH自己点検・評価

部門 

（１）教育プログラムの自己点検・評価に関すること。 

（２）教育プログラムの改善に関すること。 

（３）その他前２号に掲げる事項に付随すること。 

２ 第３条第１項第１号から第３号までに定める委員は、前条の専門部門のいずれかに所属す

るものとする。ただし、MDASH推進部門とMDASH自己点検・評価部門の双方に所属す

ることはできない。 

３ 各専門部門には、コーディネーターを置き、コーディネーターは部門に所属する委員のう

ちから部門において選出する。 
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（会  議） 

第６条 会議は、部会長又はコーディネーターが招集し、部会長又はコーディネーターが 

議長となる。 

２ 会議は、部会もしくは部門の構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

３ 議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（委  任） 

第７条 この内規に定めるもののほか、情報教育部会の運営に関し必要な事項は、部会長が部 

会に諮って定める。 

  附  則 

この内規は、令和６年４月１日から施行する。 
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静岡県立大学教務委員会規程 

平成19年4月1日 規程第46号 

改正 平成 19年 7月 26 日、平成 20 年 8 月 22 日 

平成 24 年 4 月 1 日、平成 30年 5月 11 日 

 

 （設置） 

第１条 静岡県立大学（以下「本学」という。）における教務の円滑な遂行と改善を図る

ため、静岡県立大学学則第 22 条第１項の規定に基づき、本学に、静岡県立大学教務委

員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 教育課程、授業、試験等教務に関すること。 

(2) 学部基礎科目及び専門教育科目についての学部間協力に関すること。 

(3) 全学共通科目の運営・実施及び将来方向の検討に関すること。 

(4) 単位互換など他の大学等（国内の大学等に限る。）との連携に関すること。 

(5) 社会人教育（公開講座を除く。）に関すること。 

(6) 全学的教育充実のための調査研究及び企画立案に関すること。 

(7) 全学的な教務関係予算に関すること。 

(8) 前 7号に掲げるもののほか、教務についての学長からの諮問に関すること。 

(9) その他教務に関すること。 

 （組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 学生部長 

(2) 学部ごとに、教授、准教授又は専任講師のうちから選出された者１人 

(3) 研究科ごとに、教授、准教授又は専任講師のうちから選出された者１人 

(4) 学府に属する、教授、准教授又は専任講師のうちから選出された者２人 

(5) 健康支援センター長 

(6) 情報センター長 

(7) 言語コミュニケーション研究センター長 

(8) キャリア支援センター長 

(9) 男女共同参画推進センター長 

(10) 学生室長 

(11) その他学長が指名する者 

２ 前項の場合において、副学長を置くときは、当該副学長を委員会の委員とする。 

 （委員の任期） 

第４条 前条第２号から第４号及び第 11 号の委員の任期は、１年とする。ただし、補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 前項の委員は、再任されることができる。 

68

user
ハイライト表示



  

（委員長） 

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理する。 

３ 委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。ただし、委員の３分の１

以上の者の請求があったときは、委員長は委員会を招集しなければならない。 

２ 委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の

決するところによる。 

 （委員以外の者の出席） 

第７条 委員長が必要と認めるときは、委員会の議を経て、委員以外の者を会議に出席さ

せ、説明を求め、又は意見を述べさせることができる。 

 （専門部会） 

第８条 専門の事項を調査・審議するため必要があるときは、委員会に専門部会を置くこ

とができる。 

２ 専門部会に関し必要な事項は、委員会が別に定める。 

 （教育研究審議会への報告） 

第９条 委員長は、毎年度、委員会の審議状況について、報告書を作成し、３月 31 日ま

でに教育研究審議会に提出しなければならない。 

 （庶務） 

第 10条 委員会の庶務は、事務局において処理する。 

 （委任） 

第 11条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員

会に諮って定める。 

附 則 

１ この規程は、平成 19年４月１日から施行する。 

２ 委員長の選出については、第５条第１項の規程にかかわらず、当分の間、学長が第３

条各号に掲げる者のうちから指名するものとする。 

附 則 

この規程は、平成 19 年７月 26日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 20 年８月 22日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 24 年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 30 年５月 11日から施行する。 
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静静岡岡県県立立大大学学情情報報教教育育部部会会内内規規  

（設  置） 

第１条 静岡県立大学教務委員会規程第８条の規定に基づき、情報教育部会を置く。 

（目  的） 

第２条 情報教育部会は、情報教育に関する科目の実施・運営及び情報教育に関する科目の将

来方向等を調査、審議することを目的とする。 

（組  織） 

第３条 情報教育部会は、次に掲げる委員をもって構成する。 

（１） 部会長

（２） 各学部又は研究科から選出された委員

（３） その他学長が指名した者

２ 部会長は、教務委員長が指名する。

（委員の任期）

第４条 前条第２号及び第３号の委員の任期は１年とする。ただし、補欠の委員の任期は、 

 前任者の残任期間とする。 

２ 前項の委員は、再任されることができる。 

（専門部門） 

第５条 情報教育部会は、情報教育に関する多様な情報教育 (以下、「プログラム」)、および、

文部科学省の数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）（以

下、「教育プログラム」）を含む専門の事項を調査・審議するため以下の専門部門を置

く。 

部

会 
部門 所掌事項 

情
報
教
育
部
会 

一般教育情報部門 

（１）他専門部門に属しない情報教育に関するプログラム

の立案、実施に関すること。 

（２）前号のプログラムの自己点検・評価に関すること。 

（３）前１号のプログラムの改善に関すること。 

（４）その他前３号に掲げる事項に付随すること。 

MDASH推進部門 

（１）教育プログラムの立案、実施に関すること。 

（２）教育プログラムの改善に関すること。 

（３）その他前２号に掲げる事項に付随すること。 

MDASH自己点検・評価

部門 

（１）教育プログラムの自己点検・評価に関すること。 

（２）教育プログラムの改善に関すること。 

（３）その他前２号に掲げる事項に付随すること。 

２ 第３条第１項第１号から第３号までに定める委員は、前条の専門部門のいずれかに所属す

るものとする。ただし、MDASH推進部門とMDASH自己点検・評価部門の双方に所属す

ることはできない。 

３ 各専門部門には、コーディネーターを置き、コーディネーターは部門に所属する委員のう

ちから部門において選出する。 
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（会  議）  

第６条 会議は、部会長又はコーディネーターが招集し、部会長又はコーディネーターが 

議長となる。 

２ 会議は、部会もしくは部門の構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

３ 議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

（委  任） 

第７条 この内規に定めるもののほか、情報教育部会の運営に関し必要な事項は、部会長が部 

会に諮って定める。 

 

  附  則 

この内規は、令和６年４月１日から施行する。 
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大学等名 静岡県立大学
教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和 ７年度

特徴：専門性を探求する『データリテラシー』×『AI』の実践的基礎力を養う！
教育プログラムの目的
1) すべての学生が身につけるべき数理・データサイエンス・AI
の基礎的な能力をアクティブラーニングにより修得する。

2) 各学部の専門性を探求できるデータリテラシーを修得して、
問題解決に向けた提案ができる実践的基礎力を養う。

教育プログラムの到達目標
・Society 5.0時代の礎である数理・データサイエンス・AIを学
ぶことの意義を理解する。

・データ倫理、情報セキュリティ、AI社会原則などデータ・ AI
利活用の基礎を理解する。

・目的に応じてPCでデータを分析・可視化 (図表化) し結果を
説明する基礎的な能力を養う。

・データ利活用により、実課題解決に向けた提案ができる基礎
力を養う。

教務管理部情報教育部会
MDASH推進部門

教務管理部情報教育部会
MDASH自己点検・評価部門

管理及び運営
教育の推進及び質保証
プログラムの開発

履修・修了の状況把握
自己点検・評価
各科目の到達目標を確認

PDCA cycle

外部からの評価・意見
東海デジタル人材育成
プラットフォーム
・教育モジュール検討会
・教育カリキュラム検討会

図2. 教育プログラムの実施及び運営、質保証向上、
及び、自己点検・評価の実施体制

Step 1
アクティブラーニングによるリテラシーの向上

Step 2
PC演習によるデータリテラシーの向上

特徴：アクティブラーニングとPC演習の
２つのステップによる教育プログラム

修了要件：２科目２～３単位
全２科目：卒業要件の科目

データリテラシー
・学部別の授業・演習 (1～2年生) 
・PC演習
・1～2単位

数理・データサイエンス・AI (入門)
・全学共通科目 (1年生)
・オンデマンド教材による学習
・1単位

図1. 教育プログラム
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大学等名 静岡県立大学

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

参考資料
リテラシーレベルの申請書 (様式 1-1 ～ 1-5,
様式2)

表１．数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）

学年 科目 選/必 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11

1 全学共通科目 必 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 科学演習 必 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 全学共通科目 必 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 情報科学演習 必 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 全学共通科目 必 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 情報科学（栄養） 必 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 全学共通科目 必 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 情報科学（環境） 必 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 全学共通科目 必 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

 1
    2

コンピュータ・リテラシー
（全学共通科目「情報検索演習」で代替可能）

#１ 必
#２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 全学共通科目 必 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 情報リテラシⅠ 必 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 全学共通科目 必 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 情報処理演習 必 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－ － － 23% 46% 69% 92% 96% 100%

↑全ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
開講完了

#１：R06まで「選」(選択 (卒業要件)) であったが、R07より「必」(必修 (卒業要件)) となることから「情報検索演習」 (選択 (卒業要件)) を廃止

#２：３年次編入生は、本プログラムを１年生と同様に履修する

#３：様式３③を参考に、学生数 (収容定員ではなく、在学生数) で算出 

学部・学科

食
品
栄
養
科
学
部

食品生命科学科

栄養生命科学科

環境生命科学科

薬学部

↑申請
すべての学部の、すべての学生に開講

経営情報学部

国際関係学部

看護学部
#２

履修率（様式３⑧）#３
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